
南
宋
に
お
け
る
四
書
疏
釈
書
の
登
場
と
そ
の
要
因

師
説
の
継
承
と
出
版
文
化

田

中

秀

樹
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⌇
⌇
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【
要
約
】

本
論
は
朱
子
﹃
四
書
章
句
集
注
﹄
の
解
説
書
︑
い
わ
ゆ
る
四
書
疏
釈
書
が
南
宋
で
登
場
し
た
そ
の
要
因
を
考
察
し
た
︒
宋
代
の
経
書
注
釈
書
の

特
徴
は
﹁
議
論
﹂
形
式
で
あ
る
の
に
対
し
︑
﹃
四
書
集
注
﹄
は
簡
略
を
宗
と
す
る
﹁
訓
詁
﹂
を
重
ん
じ
た
︒
そ
の
た
め
該
書
は
読
者
に
は
理
解
が
難
し
く
︑

朱
子
は
口
頭
で
の
解
説
を
積
極
的
に
行
い
︑
そ
の
結
果
多
く
の
語
録
が
残
さ
れ
た
︒
四
書
疏
釈
書
は
そ
の
よ
う
な
語
録
を
引
用
し
た
書
物
で
あ
る
た
め
︑

朱
子
の
意
に
反
し
﹁
議
論
﹂
形
式
に
逆
戻
り
し
た
も
の
で
あ
る
︒
一
方
︑
経
書
を
言
葉
で
論
理
的
に
説
明
す
る
方
法
を
批
判
し
た
陸
象
山
も
︑
自
説
拡
大

の
た
め
に
は
時
に
多
言
を
費
や
し
︑
門
人
達
も
語
録
を
編
纂
す
る
な
ど
師
の
言
葉
を
多
く
残
そ
う
と
務
め
た
︒
し
か
し
陸
学
派
は
朱
子
学
と
の
対
抗
上
︑

﹁
文
字
言
語
﹂
を
用
い
な
い
学
問
と
し
て
自
己
規
定
す
る
こ
と
で
︑
自
派
の
純
化
を
図
っ
た
が
︑
そ
の
勢
力
は
朱
子
学
に
及
ば
な
く
な
っ
て
い
っ
た
︒
つ

ま
り
︑
知
識
人
の
底
辺
が
拡
大
し
た
南
宋
社
会
に
あ
っ
て
︑
大
量
に
生
み
出
さ
れ
た
初
学
者
た
ち
は
︑
言
葉
に
よ
る
丁
寧
な
解
説
が
な
け
れ
ば
理
解
で
き

ず
︑
四
書
疏
釈
書
は
そ
の
よ
う
な
人
々
の
需
要
に
応
じ
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
︒

史
林

一
〇
一
巻
一
号

二
〇
一
八
年
一
月

は

じ

め

に

南
宋
寧
宗
朝
の
慶
元
六
年
︵
一
二
〇
〇
︶
︑
い
わ
ゆ
る
慶
元
の
党
禁
と
い
う
道
学
を
標
的
と
し
た
政
治
的
弾
圧
の
中
︑
朱
子
は
没
す
る
︒
し
か

し
︑
そ
の
翌
年
に
は
党
禁
は
緩
和
に
向
か
い
︑
開
禧
三
年
︵
一
二
〇
七
︶
︑
い
わ
ゆ
る
開
禧
用
兵
の
失
敗
に
よ
り
韓
侂
冑
が
謀
殺
さ
れ
︑
反
道
学

の
政
治
的
流
れ
が
終
わ
る
と
︑
逆
に
朱
子
ら
道
学
派
に
対
す
る
名
誉
回
復
が
進
展
し
︑
淳
祐
元
年
︵
一
二
四
一
︶
に
は
周
敦
頤
︑
張
載
︑
程
顥
︑

44 ( 44 )



程
頤
の
北
宋
四
子
と
と
も
に
朱
子
が
孔
子
廟
に
従
祀
さ
れ
る
に
至
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
一
二
四
〇
年
代
に
は
朱
子
学
の
政
治
的
権
威
化
が
完
成

す
る
︒
朱
子
学
が
政
治
的
に
公
認
さ
れ
て
い
っ
た
時
期
は
︑
学
術
的
に
も
論
敵
を
抑
え
思
想
界
に
お
け
る
一
尊
化
が
進
ん
だ
時
期
で
も
あ
っ
た
︒

何
俊
氏
に
よ
れ
ば
︑
ラ
イ
バ
ル
の
陸
象
山
学
派
が
勢
力
を
失
い
︑
朱
子
学
の
優
勢
が
明
確
に
な
る
の
は
︑
朱
陸
両
派
の
弟
子
第
三
世
代
か
ら
で

あ
る
と
い
う①
︒
朱
子
学
派
の
弟
子
第
二
世
代
に
あ
た
る
真
徳
秀
と
魏
了
翁
の
卒
年
が
そ
れ
ぞ
れ
一
二
三
五
年
と
一
二
三
七
年
で
あ
り
︑
陸
学
派

の
弟
子
第
二
世
代
で
あ
る
銭
時
︵
卒
年
は
不
明
︶
が
活
躍
し
た
時
期
も
一
二
三
〇
年
代
で
︑
同
じ
く
第
二
世
代
の
陳
塤
の
卒
年
が
一
二
四
一
年

で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
朱
陸
の
勢
力
争
い
も
朱
子
学
の
政
治
的
権
威
化
と
と
も
に
朱
子
学
の
勝
利
で
終
わ
る
︒
ま
た
︑
ヒ
ル
デ
・
デ
・
ヴ
ィ
ー
ル

ド
ト
氏
が
科
挙
勉
強
に
際
し
て
︑
﹁
論
﹂
﹁
策
﹂
の
議
論
で
朱
子
の
説
が
支
配
的
と
な
る
時
期
と
し
て
指
摘
し
た
の
も
︑
一
二
四
〇
年
代
の
こ
と

で
あ
っ
た②
︒

朱
子
に
は
非
常
に
多
く
の
著
作
が
あ
り
︑
加
え
て
死
後
も
門
人
に
よ
る
﹃
朱
子
語
類
﹄
の
編
纂
な
ど
︑
朱
子
学
に
関
す
る
書
物
は
そ
の
権
威

化
に
伴
っ
て
ま
す
ま
す
増
え
て
い
っ
た
︒
朱
子
の
著
作
の
中
で
最
も
重
要
で
あ
る
の
が
︑
﹃
四
書
章
句
集
注
﹄
︵
以
下
︑
﹃
四
書
集
注
﹄
と
略
す
︶

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
︒
そ
れ
は
﹃
大
学
章
句
﹄
﹃
論
語
集
注
﹄
﹃
孟
子
集
注
﹄
﹃
中
庸
章
句
﹄
か
ら
な
り
︑
朱
子
思
想
の
根
幹
を
成

す
﹁
四
書
﹂
理
解
に
と
っ
て
最
も
基
本
と
な
る
著
作
で
あ
る
︒
こ
の
書
を
読
む
こ
と
で
﹁
四
書
﹂
を
理
解
し
︑
そ
し
て
実
生
活
の
中
で
実
践
し

て
い
く
︒
こ
れ
が
朱
子
学
者
と
し
て
の
第
一
歩
で
あ
る
︒
﹃
四
書
集
注
﹄
の
普
及
は
政
治
的
権
威
化
よ
り
も
早
く
︑
寧
宗
朝
︵
一
一
九
四

一
二

二
四
︶
か
ら
理
宗
朝
︵
一
二
二
四

一
二
六
四
︶
に
移
行
す
る
ま
で
に
は
︑
﹁
家
ご
と
に
伝
え
人
ご
と
に
誦
む
﹂
︵
﹃
真
文
忠
公
文
集
﹄
巻
二
九
﹁
論
語

詳
説
後
序
﹂
︶
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
読
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒

そ
し
て
︑
﹃
四
書
集
注
﹄
を
正
し
く
読
む
た
め
の
解
説
書
と
し
て
登
場
し
た
の
が
︑
四
書
疏
釈
書
で
あ
る
︒
例
え
ば
︑
早
く
は
南
宋
に
真
徳

秀
﹃
四
書
集
編
﹄
︑
趙
順
孫
﹃
四
書
纂
疏
﹄
︑
祝
洙
﹃
四
書
集
注
附
録
﹄
が
著
さ
れ
︑
元
代
に
は
胡
炳
文
﹃
四
書
通
﹄
︑
陳
檪
﹃
四
書
発
明
﹄
︑
倪

士
毅
﹃
四
書
輯
釈
﹄
︑
呉
真
子
﹃
四
書
集
成
﹄
が
登
場
し
︑
こ
の
延
長
線
上
に
明
代
永
楽
年
間
に
科
挙
の
標
準
解
釈
と
し
て
国
家
の
保
証
を
得

た
﹃
四
書
大
全
﹄
﹃
五
経
大
全
﹄
﹃
性
理
大
全
﹄
が
編
纂
さ
れ
る
に
至
る
︒
そ
の
後
も
︑
明
清
時
代
を
通
じ
て
︑
ま
た
広
く
東
ア
ジ
ア
全
体
で
朱

南宋における四書疏釈書の登場とその要因（田中）
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子
学
の
伝
播
と
と
も
に
四
書
疏
釈
書
は
次
々
に
著
さ
れ
︑
読
ま
れ
て
い
く
︒
こ
の
よ
う
に
﹃
四
書
集
注
﹄
は
基
本
的
に
疏
釈
書
を
通
し
て
読
ま

れ
て
き
た
の
で
あ
る③
︒

本
論
の
目
的
は
︑
こ
の
よ
う
な
四
書
疏
釈
書
が
南
宋
に
お
い
て
登
場
し
た
要
因
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る④
︒
か
つ
て
佐
野
公
治
氏
が
疏
釈
書

の
登
場
か
ら
三
大
全
に
至
る
過
程
を
﹁
朱
子
学
の
形
骸
化
現
象
﹂
と
い
っ
た
よ
う
に⑤
︑
し
だ
い
に
煩
瑣
膨
大
に
な
っ
て
い
く
四
書
疏
釈
書
は
あ

ま
り
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
そ
こ
で
本
論
で
は
朱
子
以
前
に
遡
り
︑
ま
ず
は
宋
代
注
釈
史
の
文
脈
で
考
察
し
て
み
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
︒
本
論
で
は
︑
朱
子
の
高
弟
黄
榦
の
﹃
論
語
通
釈
﹄
を
︑
真
徳
秀
﹃
四
書
集
編
﹄
や
趙
順
孫
﹃
四
書
纂
疏
﹄
と
い
っ
た
疏
釈
書
の

先
駆
的
存
在
と
見
な
す
の
で
あ
る
が
︑
黄
榦
の
卒
年
は
嘉
定
一
四
年
︵
一
二
二
一
︶
で
あ
り
︑
朱
子
学
が
制
度
的
に
権
威
化
さ
れ
る
よ
り
前
の

こ
と
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
四
書
疏
釈
書
が
生
ま
れ
る
そ
の
萌
芽
は
︑
政
治
的
な
朱
子
学
の
権
威
化
︑
制
度
的
な
﹃
四
書
集
注
﹄
の
聖
典
化
以
前

に
あ
り
︑
少
な
く
と
も
元
代
の
科
挙
試
験
に
お
い
て
朱
子
学
的
知
識
が
必
須
と
な
る
ず
っ
と
前
の
こ
と
で
あ
る
︒
な
ぜ
膨
大
な
注
釈
を
付
け
る

四
書
疏
釈
書
が
生
ま
れ
た
の
か
︑
朱
子
学
の
制
度
的
権
威
化
や
科
挙
の
た
め
と
い
っ
た
外
的
要
因
で
は
な
く
︑
そ
の
内
的
要
因
を
探
り
︑
宋
代

学
術
史
の
中
に
四
書
疏
釈
書
を
位
置
づ
け
た
い
と
思
う
︒

①

何
俊
﹃
南
宋
儒
学
建
構
﹄
︵
上
海
人
民
出
版
社
︑
二
〇
〇
四
︶
︑
頁
二
九
三
︒

②

ヒ
ル
デ
・
デ
・
ヴ
ィ
ー
ル
ド
ト
︑
高
津
孝
訳
﹁
南
宋
科
挙
の
学
術
史
﹂
︵
﹃
中
国

学
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
一
〇
︶
︑
頁
一
七
五
︒

③

辻
本
雅
史
﹁
日
本
近
世
に
お
け
る
﹁
四
書
学
﹂
の
展
開
と
変
容
﹂
︵
﹃
季
刊
日
本

思
想
史
﹄
第
七
〇
号
︑
二
〇
〇
七
︶
︒
辻
本
氏
は
朱
子
学
以
後
の
東
ア
ジ
ア
儒
学

史
を
︑
﹃
四
書
集
注
﹄
は
如
何
に
読
ま
れ
た
の
か
と
い
う
﹁
四
書
学
﹂
の
展
開
と

し
て
辿
る
こ
と
で
︑
従
来
別
々
に
語
ら
れ
て
き
た
中
国
︑
朝
鮮
︑
日
本
の
儒
学
思

想
史
を
革
新
し
︑
﹁
東
ア
ジ
ア
共
通
の
位
相
の
も
と
に
比
較
史
的
に
取
り
出
す
こ

と
を
可
能
と
す
る
﹂
︵
頁
一
五
︶
と
論
じ
る
︒

④

朱
鴻
林
氏
に
よ
れ
ば
︑
南
宋
で
の
関
心
は
残
さ
れ
た
朱
子
の
言
葉
の
収
拾
や
初

学
者
用
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
作
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
︑
元
代
に
な
れ
ば
朱
子
学

が
科
挙
試
験
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
︑
必
然
的
に
科
挙
に
関
連
す
る
著
作
に

関
心
が
集
ま
り
︑
四
書
疏
釈
書
が
元
代
に
多
く
著
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
︒

朱
鴻
林
﹁
丘
濬
﹃
朱
子
学
的
﹄
与
宋
元
明
初
朱
子
学
的
相
関
問
題
﹂
︵
﹃
中
国
近
世

儒
学
実
質
的
思
弁
与
習
学
﹄
北
京
大
学
出
版
社
︑
二
〇
〇
五
︶
︒
ま
た
︑
元
代
の

疏
釈
書
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
︑
廖
雲
仙
﹃
元
代
論
語
学
考
述
﹄
︵
新
文
豊

出
版
公
司
︑
二
〇
〇
五
︶
︑
周
春
健
﹃
元
代
四
書
学
研
究
﹄
︵
華
東
師
範
大
学
出
版

社
︑
二
〇
〇
八
︶
が
あ
る
︒

⑤

佐
野
公
治
﹃
四
書
学
史
の
研
究
﹄
︵
創
文
社
︑
一
九
八
八
︶
︑
頁
一
〇
二
︒
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第
一
章

宋
代
の
経
書
解
釈
の
特
徴

﹁
議
論
の
学
﹂
と
し
て
の
﹁
論
文
﹂
﹁
書
信
﹂
﹁
講
義
﹂
﹁
口
義
﹂
﹁
語
録
﹂

宋
代
の
経
学
は
﹃
五
経
正
義
﹄
に
結
実
す
る
漢
唐
訓
詁
の
学
を
批
判
す
る
こ
と
に
は
じ
ま
り
︑
自
由
な
気
風
の
も
と
独
特
な
解
釈
が
多
く
著

さ
れ
た
︒
義
理
の
学
に
基
づ
く
経
解
は
︑
慶
暦
年
間
︵
一
〇
四
一

四
八
︶
に
活
躍
し
た
劉
敞
﹃
七
経
小
伝
﹄
や
﹁
宋
初
の
三
先
生
﹂
︵
胡
瑗
︑
孫

復
︑
石
介
︶
に
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
る
︒
宋
代
義
理
の
学
と
は
︑
経
文
の
一
字
一
句
の
解
釈
︵
訓
詁
︶
よ
り
も
経
書
全
体
の
意
味
︵
義
理
︶
︑
つ

ま
り
経
書
に
込
め
ら
れ
た
聖
賢
の
心
を
体
得
す
る
こ
と
を
重
視
し
︑
朱
子
学
に
結
実
す
る
道
学
︵
理
学
︶
の
み
な
ら
ず
︑
王
安
石
の
新
学
︵
王

学
︶
︑
三
蘇
の
蜀
学
な
ど
宋
代
に
お
け
る
諸
学
の
総
称
で
あ
る
︒
ま
た
訓
詁
を
重
視
す
る
学
を
﹁
漢
学
﹂
︑
義
理
を
重
視
す
る
学
を
﹁
宋
学
﹂
と

も
い
う
︒
そ
し
て
︑
経
学
上
の
変
化
は
︑
内
容
だ
け
で
な
く
︑
注
釈
書
の
文
体
に
も
見
ら
れ
た
︒
元
代
の
郝
経
は
次
の
よ
う
に
い
う
︒

経
書
を
学
ぶ
者
で
︑
訓
詁
に
溺
れ
ず
︑
穿
鑿
に
流
さ
れ
ず
︑
議
論
に
惑
わ
さ
れ
ず
︑
高
遠
に
拘
泥
せ
ず
に
聖
人
の
常
道
を
知
る
な
ら
︑
善
き
学
者
で
あ
る
︒

訓
詁
の
学
は
漢
に
始
ま
り
︑
唐
に
完
備
し
︑
議
論
の
学
は
唐
に
始
ま
り
︑
宋
に
完
備
し
た
︒
し
か
し
少
々
の
欠
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
︑
訓
詁
は
時
に

穿
鑿
に
至
り
︑
議
論
は
時
に
高
遠
に
至
っ
た
︒
学
ぶ
者
は
こ
れ
を
見
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
︵
郝
経
﹃
陵
川
集
﹄
巻
一
九
﹁
経
史
﹂
︶

陳
植
鍔
氏
に
よ
れ
ば
︑
郝
経
の
い
う
﹁
議
論
の
学
﹂
と
は
訓
詁
学
に
対
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
﹁
義
理
の
学
﹂
と
同
じ
意
味
で
あ
り
︑
﹁
論
文
﹂

﹁
書
信
﹂
﹁
語
録
﹂
﹁
口
義
﹂
﹁
講
義
﹂
な
ど
議
論
形
式
の
文
体
に
よ
っ
て
著
述
さ
れ
る
経
書
解
釈
学
の
こ
と
で
あ
る①
︒
﹁
論
文
﹂
と
は
︑
王
安
石

の
﹁
原
性
﹂
や
程
頤
の
﹁
顔
子
所
好
何
学
﹂
な
ど
を
指
し
︑
宋
代
以
降
の
士
大
夫
の
文
集
に
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
︒
﹁
書
信
﹂
は
知
識
人
間

で
や
り
と
り
さ
れ
た
手
紙
の
こ
と
で
︑
私
的
な
内
容
を
伝
達
す
る
だ
け
で
な
く
︑
時
に
政
治
や
経
学
︑
哲
学
的
問
題
を
論
じ
︑
多
く
の
者
に
回

覧
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
︑
自
己
の
主
張
を
公
に
す
る
ひ
と
つ
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
機
能
し
て
い
た
︒
特
に
朱
子
ら
道
学
者
に
こ
の
よ
う

な
書
簡
が
多
く
残
る
︒
﹁
語
録
﹂
は
師
の
言
説
を
弟
子
達
が
記
録
し
︑
編
纂
し
た
著
作
を
指
し
︑
北
宋
の
二
程
子
︵
程
顥
・
程
頤
︶
以
降
︑
道
学
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を
中
心
と
す
る
知
識
人
の
間
に
多
く
用
い
ら
れ
た②
︒
ま
た
︑
口
頭
に
よ
る
師
の
経
書
解
釈
を
門
人
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
そ

の
性
質
は
語
録
に
き
わ
め
て
近
い
の
で
あ
る
が
︑
南
宋
の
書
目
で
あ
る
﹃
郡
斎
読
書
附
志
﹄
で
は
﹁
語
録
類
﹂
に
分
類
さ
れ
て
い
な
い
書
物
も

あ
る
︒
例
え
ば
︑
﹃
伊
川
論
語
説
﹄
一
〇
巻
は
︑
程
頤
に
よ
る
論
語
の
解
説
を
門
人
が
記
録
し
た
も
の
で
︑
口
語
︵
﹁
俚
語
﹂
︶
で
記
さ
れ
て
い
た③
︒

ま
た
︑
戴
渓
﹃
石
鼓
論
語
答
問
﹄
三
巻
︑
﹃
孟
子
答
問
﹄
三
巻
も
︑
門
人
諸
生
と
の
講
説
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う④
︒

宋
代
の
書
目
で
は
︑
語
録
類
の
他
に
も
口
頭
に
よ
る
経
書
解
釈
を
数
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
れ
が
﹃
〇
〇
口
義
﹄
や
﹃
〇
〇
講
義
﹄

と
い
う
書
名
の
経
書
解
釈
書
で
あ
る
︒
こ
の
形
式
は
北
宋
の
胡
瑗
に
は
じ
ま
り⑤
︑
﹃
周
易
口
義
﹄
﹃
洪
範
口
義
﹄
﹃
春
秋
口
義
﹄
が
胡
瑗
の
講
義

を
弟
子
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に⑥
︑
そ
の
多
く
は
太
学
や
州
学
に
加
え
︑
民
間
の
私
塾
や
書
院
な
ど
に
お
け
る
講
義
録
で
あ
る
︒
試
み

に
﹃
直
斎
書
録
解
題
﹄
︵
以
下
︑
﹃
直
斎
﹄
︶
︑
﹃
郡
斎
読
書
志
﹄
︵
以
下
︑
﹃
郡
斎
﹄
︶
︑
﹃
宋
史
﹄
芸
文
志
か
ら
事
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
︒
た
だ
し
︑

繁
雑
に
な
る
た
め
︑
事
例
は
い
く
つ
か
に
絞
り
︑
ま
た
論
拠
と
な
る
史
料
の
引
用
は
割
愛
す
る
︒

︽
易
︾：
龔
原
﹃
易
講
義
﹄
一
〇
巻
︵
以
下
﹃
直
斎
﹄
巻
一
︶
︑
張
㟭
﹃
観
物
外
篇
﹄
六
巻
︑
石
介
﹃
口
義
﹄
一
〇
巻
︵
以
下
﹃
宋
史
﹄
︶
︑
陸
太

易
﹃
周
易
口
訣
﹄
七
巻
︑
夏
休
﹃
講
義
﹄
九
巻
︑
湯
羲
﹃
周
易
講
義
﹄
三
巻
︑
商
飛
卿
﹃
講
義
﹄
一
巻

︽
書
︾：
張
綱
﹃
尚
書
講
義
﹄
三
〇
巻
︵
以
下
﹃
直
斎
﹄
巻
二
︶
︑
袁
燮
﹃
潔
斎
家
塾
書
鈔
﹄
一
〇
巻
︑
曾
肇
﹃
書
講
義
﹄
八
巻
︵
以
下
﹃
宋

史
﹄
︶
︑
司
馬
康
等
﹃
無
逸
講
義
﹄
一
巻
︑
呉
安
詩
等
﹃
無
逸
説
命
解
﹄
二
巻
︑
曾
旼
等
﹃
講
義
﹄
三
〇
巻
︑
洪
興
祖
﹃
口
義
発
題
﹄

一
巻
︑
史
浩
﹃
講
義
﹄
二
二
巻

︽
詩
︾：
趙
令
湑
﹃
講
義
﹄
二
〇
巻
︵
以
下
﹃
宋
史
﹄
︶
︑
喬
執
中
﹃
講
義
﹄
一
〇
巻
︑
黄
邦
彦
﹃
講
義
﹄
三
巻
︑
林
岊
﹃
講
義
﹄
五
巻

︽
礼
︾：
林
之
奇
﹃
周
礼
講
義
﹄
四
九
巻
︵
以
下
﹃
直
斎
﹄
巻
二
︶
︑
戴
渓
﹃
曲
礼
口
義
﹄
二
巻
︑
楊
簡
﹃
孔
子
間
居
講
義
﹄
一
巻
︑
上
官
均

﹃
曲
礼
講
義
﹄
二
巻
︵
以
下
﹃
宋
史
﹄
︶
︑
江
与
山
﹃
周
礼
秋
官
講
義
﹄
一
巻
︑
史
浩
﹃
周
官
講
義
﹄
一
四
巻
︑
載
渓
﹃
曲
礼
口
義
﹄

二
巻
︑
﹃
学
記
口
義
﹄
二
巻
︑
胡
銓
﹃
二
礼
講
義
﹄
一
巻
︑
汪
応
辰
﹃
二
経
雅
言
﹄
二
巻
︑
謝
興
甫
﹃
中
庸
大
学
講
義
﹄
三
巻

︽
春
秋
︾：
呂
祖
謙
﹃
左
氏
博
議
﹄
二
〇
巻
︵
以
下
﹃
直
斎
﹄
巻
三
︶
︑
呂
祖
謙
﹃
左
氏
説
﹄
三
〇
巻
︑
朱
振
﹃
春
秋
講
義
﹄
三
巻
︵
以
下
﹃
宋
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史
﹄
︶
︑
范
沖
﹃
春
秋
左
氏
講
義
﹄
四
巻
︑
黄
叔
敖
﹃
春
秋
講
義
﹄
五
巻
︑
夏
沐
﹃
春
秋
麟
台
独
講
﹄
一
一
巻
︑
﹃
延
陵
先
生
講

義
﹄
二
巻
︑
時
瀾
﹃
左
氏
春
秋
講
義
﹄
一
〇
巻
︑
戴
渓
﹃
春
秋
講
義
﹄
四
巻

︽
孝
経
︾：
袁
甫
﹃
蒙
斎
孝
経
説
﹄
三
巻
︵
﹃
直
斎
﹄
巻
三
︶
︑
任
奉
古
﹃
孝
経
講
疏
﹄
一
巻
︵
以
下
﹃
宋
史
﹄
︶
︑
張
元
老
﹃
講
義
﹄
一
巻

︽
語
孟
︾：
王
雱
﹃
王
元
沢
口
義
﹄
一
〇
巻
︵
以
下
﹃
郡
斎
﹄
巻
四
︶
︑
汪
革
﹃
汪
氏
論
語
直
解
﹄
一
〇
巻
︑
詹
事
公
﹃
景
迂
論
語
講
義
﹄
一
〇

巻
︑
晁
説
之
﹃
講
義
﹄
五
巻
︵
以
下
﹃
宋
史
﹄
︶
︑
史
浩
﹃
口
義
﹄
二
〇
巻
︑
陳
儀
之
﹃
講
義
﹄
二
巻

書
名
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
が
︑
右
記
の
一
覧
中
に
は
宮
廷
に
お
け
る
経
筵
講
義
も
含
ま
れ
て
い
る
︒
例
え
ば
︑
﹃
宋
史
﹄
芸
文
志
に
あ
る

﹁
司
馬
康
等
﹃
無
逸
講
義
﹄
一
巻
﹂
は
︑
﹃
玉
海
﹄
と
﹃
続
資
治
通
鑑
長
編
﹄
に
よ
れ
ば
︑
元
祐
五
年
二
月
壬
寅
に
終
了
し
た
邇
英
閣
に
お
け

る
﹃
尚
書
﹄
﹁
無
逸
篇
﹂
の
講
義
内
容
を
︑
侍
講
の
司
馬
康
︑
呉
安
詩
︑
范
祖
禹
ら
が
記
録
し
︑
上
呈
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う⑦
︒
こ
の
よ
う

な
経
筵
で
の
経
書
や
史
書
の
講
義
内
容
を
編
纂
し
た
書
物
も
少
な
く
な
い⑧
︒

﹁
議
論
の
学
﹂
の
注
釈
書
と
し
て
は
︑
他
に
も
政
敵
や
論
敵
を
論
破
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
書
物
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
そ
の
一

つ
が
﹃
孟
子
﹄
論
争
に
関
す
る
書
物
で
あ
る
︒
古
代
以
来
︑
賛
否
両
論
の
あ
っ
た
﹃
孟
子
﹄
は
︑
宋
代
で
の
論
争
の
結
果
︑
朱
子
ら
道
学
者
が

高
く
評
価
し
た
こ
と
で
︑
経
書
と
し
て
の
地
位
を
確
定
す
る
︒
明
代
の
楊
守
陳
は
︑
﹃
孟
子
﹄
を
譏
っ
た
人
物
と
し
て
荀
子
︑
王
充
︑
蘇
軾
︑

李
覯
︑
鄭
樵
︑
馮
休
の
名
を
挙
げ
る
一
方
︑
評
価
し
た
人
物
と
し
て
趙
岐
︑
韓
愈
︑
二
程
子
︑
張
栻
︑
陸
筠
︑
余
允
文
︑
そ
し
て
朱
子
を
挙
げ

る⑨
︒
恐
ら
く
楊
守
陳
は
意
識
的
に
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
︑
宋
代
に
お
け
る
孟
子
顕
彰
の
嚆
矢
は
王
安
石
で
あ
る
︒
彼
は
神
宗
の
熙
寧

四
年
︵
一
〇
七
一
︶
︑
科
挙
制
度
改
革
に
伴
い
﹃
孟
子
﹄
を
科
目
に
組
み
込
み
︑
王
安
石
自
身
と
そ
の
息
子
の
王
雱
︑
そ
し
て
そ
の
門
人
で
あ
る

許
允
成
の
注
釈
を
科
挙
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た⑩
︒
こ
れ
に
対
抗
し
た
の
が
司
馬
光
で
︑
彼
が
孟
子
を
批
判
す
る
﹃
疑
孟
﹄
一
巻
を
著
し
た
こ

と
で
︑
こ
の
論
争
は
新
旧
両
党
に
よ
る
政
争
の
一
部
と
な
っ
た
︒
さ
ら
に
王
安
石
が
孔
子
廟
に
配
享
さ
れ
る
と
︑
晁
説
之
が
﹃
儒
言
﹄
一
巻
を

著
し
て
王
学
の
徒
を
批
判
し
︑
か
た
や
﹃
孟
子
﹄
尊
崇
派
か
ら
は
余
允
文
が
﹃
尊
孟
弁
﹄
七
巻
を
著
し
︑
司
馬
光
﹃
疑
孟
﹄
や
李
覯
﹃
常
語
﹄
︑

鄭
厚
﹃
藝
圃
折
衷
﹄
に
反
駁
す
る
な
ど⑪
︑
論
争
は
一
段
と
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
︒
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と
こ
ろ
で
︑
こ
の
晁
説
之
﹃
儒
言
﹄
︑
余
允
文
﹃
尊
孟
弁
﹄
と
も
︑
立
場
を
異
に
す
る
も
の
の
﹃
四
庫
提
要
﹄
に
お
け
る
学
術
的
評
判
は
す

こ
ぶ
る
悪
い
︒
ま
ず
晁
説
之
が
﹃
周
礼
﹄
と
﹃
孟
子
﹄
に
否
定
的
な
の
は
︑
単
に
王
安
石
が
両
書
を
尊
崇
し
た
か
ら
で
︑
恩
や
怨
み
と
い
っ
た

主
観
的
な
感
情
で
是
非
を
論
じ
る
そ
の
態
度
は
決
し
て
見
上
げ
た
も
の
で
は
な
い
と
酷
評
し
て
い
る⑫
︒
ま
た
︑
余
允
文
﹃
尊
孟
弁
﹄
に
つ
い
て

も
︑
高
宗
が
﹃
孟
子
﹄
を
顕
彰
し
︑
さ
ら
に
否
定
派
の
晁
説
之
が
失
脚
し
た
の
を
見
て
︑
単
に
時
勢
に
迎
合
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
︑
真

に
邪
説
を
し
り
ぞ
け
︑
斯
道
を
ま
も
る
た
め
の
著
作
で
は
な
い
と
い
う⑬
︒
つ
ま
り
︑
清
朝
の
学
者
た
ち
は
党
争
を
目
的
と
し
た
経
書
解
釈
書
に

は
極
め
て
手
厳
し
い
の
で
あ
る
が
︑
学
術
と
政
治
と
が
密
接
不
可
分
な
時
代
に
生
き
た
宋
人
に
す
れ
ば
︑
自
己
の
政
治
的
立
場
を
経
書
解
釈
に

よ
っ
て
正
当
化
す
る
こ
と
自
体
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
︒
反
王
学
の
立
場
で
は
特
に
二
程
の
高
弟
で
あ
る
楊
時
一
門
が
そ
の
よ
う
な
学
術

活
動
に
熱
心
で
あ
っ
た
︒
土
田
健
次
郎
氏
に
よ
れ
ば
︑
楊
時
の
﹃
三
経
義
弁
﹄
﹃
字
説
弁
﹄
﹃
日
録
弁
﹄
や
︑
弟
子
の
王
居
正
に
よ
る
﹃
毛
詩
弁

学
﹄
﹃
尚
書
弁
学
﹄
﹃
周
礼
弁
学
﹄
﹃
三
経
弁
学
外
集
﹄
が
知
ら
れ
て
お
り
︑
そ
の
内
容
は
﹁
王
安
石
の
神
宗
に
対
す
る
態
度
の
失
当
︑
官
吏
の

採
罷
の
不
当
か
ら
︑
具
体
的
な
政
策
次
元
の
問
題
︑
更
に
経
書
の
訓
詁
や
思
想
的
問
題
﹂
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
︑
﹁
多
分
に
批
判
の
た
め
の
批

判
と
い
う
要
素
﹂
が
あ
っ
た
と
い
う⑭
︒
と
す
れ
ば
︑
次
の
よ
う
な
話
も
こ
の
よ
う
な
時
勢
の
然
ら
し
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
︒
南
宋
初
期
︑
経

学
で
名
の
知
れ
た
知
饒
州
の
洪
興
祖
が
秦
檜
の
命
に
従
わ
な
か
っ
た
の
で
︑
秦
檜
は
洪
興
祖
が
経
書
に
託
し
て
己
を
非
議
す
る
の
で
は
な
い
か

と
疑
い
︑
彼
に
昭
州
安
置
︑
す
な
わ
ち
昭
州
で
の
謹
慎
を
命
じ
た
と
い
う⑮
︒

こ
こ
ま
で
い
く
つ
か
の
経
書
解
釈
書
の
特
徴
を
概
観
し
て
き
た
が
︑
こ
の
よ
う
な
注
釈
書
や
著
作
が
﹁
議
論
の
学
﹂
で
あ
る
︒
ま
ず
﹁
語

録
﹂
﹁
講
義
﹂
な
ど
に
つ
い
て
見
た
が
︑
経
筵
講
義
を
含
め
て
こ
れ
ら
は
︑
著
作
の
前
に
ま
ず
師
と
弟
子
と
が
直
接
対
面
す
る
学
び
の
場
が
あ

っ
た
︒
そ
し
て
︑
後
で
そ
の
内
容
が
記
録
整
理
さ
れ
︑
経
書
解
釈
書
と
な
っ
た
︒
こ
こ
に
は
様
々
な
偶
然
性
や
特
殊
性
が
介
在
す
る
︒
弟
子
が

誰
な
の
か
︑
ど
の
よ
う
な
学
び
の
状
況
に
あ
る
の
か
︑
師
は
そ
れ
に
よ
っ
て
何
を
説
こ
う
と
し
た
の
か
︑
ど
の
よ
う
な
政
治
的
状
況
に
あ
っ
た

の
か
︒
そ
こ
で
は
具
体
的
な
そ
の
現
場
に
即
し
た
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う⑯
︒
お
そ
ら
く
状
況
が
変
わ
れ
ば
︑
語
ら
れ
た
内
容
も

変
わ
る
︒
こ
の
点
︑
経
筵
講
義
は
明
確
で
あ
る
︒
皇
帝
に
対
す
る
講
義
で
あ
る
た
め
︑
そ
こ
で
求
め
ら
れ
た
の
は
︑
経
書
の
読
み
そ
の
も
の
で
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は
な
く
︑
テ
キ
ス
ト
の
内
容
が
﹁
治
道
﹂
や
﹁
君
道
﹂
に
関
係
し
︑
有
益
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る⑰
︒
つ
ま
り
︑
﹁
議
論
の
学
﹂
と
い
う
の
は
︑

経
書
の
読
み
以
外
に
何
か
明
確
な
目
的
を
持
っ
て
語
ら
れ
る
た
め
︑
経
書
解
釈
は
二
義
的
な
手
段
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
く
な
る
︒
こ
の
側

面
が
特
に
強
い
の
が
︑
政
争
や
論
争
の
た
め
の
著
作
で
あ
っ
た
︒
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
著
作
は
︑
読
者
に
著
者
の
主
張
を
知
ら
し
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
︑
総
じ
て
懇
切
丁
寧
に
多
く
の
言
葉
を
費
や
し
︑
説
得
的
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う⑱
︒

そ
し
て
︑
こ
の
時
代
に
登
場
し
た
の
が
︑
朱
子
の
﹃
四
書
集
注
﹄
で
あ
っ
た
︒
朱
子
は
張
栻
﹃
孟
子
説
﹄
を
批
判
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
︒

経
書
解
釈
に
は
必
ず
し
も
文
章
を
作
ら
な
く
と
も
よ
い
︒
た
だ
経
文
を
し
っ
か
り
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
て
通
じ
れ
ば
︑
理
は
お
の
ず
と
明
ら
か
と
な
り
︑

意
味
も
お
の
ず
と
分
か
る
の
だ
︒
近
頃
は
文
章
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
︑
あ
れ
こ
れ
と
説
き
に
説
い
て
い
る
が
︑
そ
れ
で
は
た
だ
一
方
か
ら
道
理
を
言
っ
て

い
る
だ
け
で
︑
経
書
の
意
味
を
誤
認
し
て
し
ま
っ
て
い
る
︒
︵
﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
一
〇
三
︑
第
四
七
条
︶

す
な
わ
ち
︑
朱
子
は
正
し
い
経
書
解
釈
の
あ
り
方
と
し
て
︑
﹁
文
章
を
作
り
﹂
あ
れ
こ
れ
と
多
く
の
言
葉
を
費
や
し
た
注
釈
書
を
批
判
す
る
︒

そ
の
た
め
︑
朱
子
が
重
視
し
た
の
が
﹁
訓
詁
﹂
で
あ
る
︒

︵
経
書
の
︶
伝
や
注
で
は
古
注
の
み
が
作
文
し
て
い
な
い
の
に
︑
か
え
っ
て
よ
く
読
め
る
︒
た
だ
経
書
の
句
ご
と
に
筋
道
立
て
て
説
き
︑
経
書
の
意
味
か

ら
離
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
︑
最
も
す
ば
ら
し
い
︒
疏
に
つ
い
て
も
同
じ
だ
︒
近
頃
の
人
は
経
書
の
注
解
に
す
ら
︑
作
文
し
て
や
ろ
う
と
し
︑
そ
の
上
議

論
を
付
け
加
え
る
の
で
︑
い
ろ
い
ろ
と
疑
念
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
︒
だ
か
ら
そ
の
文
は
読
む
に
は
読
め
て
も
︑
経
書
の
意
味
か
ら
は
き
わ
め
て

遠
く
な
っ
て
い
る
︒
程
子
の
﹃
易
伝
﹄
も
や
は
り
作
文
に
な
っ
て
お
り
︑
あ
れ
こ
れ
説
き
に
説
い
て
い
る
︒
だ
か
ら
近
頃
の
読
者
は
経
書
本
文
を
ま
っ
た

く
読
ま
ず
に
︑
た
だ
伝
ば
か
り
を
読
ん
で
お
り
︑
そ
れ
で
は
や
は
り
人
に
思
考
さ
せ
る
方
法
に
は
な
っ
て
い
な
い
︒
︵
﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
一
一
︑
第
一
一
六

条
︶

南宋における四書疏釈書の登場とその要因（田中）
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こ
の
よ
う
に
︑
朱
子
は
古
注
こ
そ
が
経
書
本
文
の
意
味
か
ら
離
れ
て
い
な
い
す
ば
ら
し
い
注
釈
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
︑
﹃
四
書
集
注
﹄
で

は
訓
詁
を
重
ん
じ
た
︒
宋
学
の
代
表
で
あ
る
朱
子
が
訓
詁
を
重
ん
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
︑
ず
っ
と
以
前
よ
り
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ

り⑲
︑
今
あ
ら
た
め
て
強
調
す
る
こ
と
で
は
な
い
が
︑
た
だ
す
で
に
南
宋
の
黄
震
も
︑
朱
子
の
注
解
が
時
に
高
遠
に
過
ぎ
る
宋
代
流
行
の
注
釈
と

は
異
な
り
︑
古
注
に
倣
っ
た
﹁
訓
詁
﹂
を
中
心
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
的
確
に
指
摘
し
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
︑
﹃
四
書
集
注
﹄
の

特
徴
が
こ
の
点
に
あ
っ
た
こ
と
は
︑
す
で
に
南
宋
の
学
者
に
も
理
解
さ
れ
て
受
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
で
は
確
認
し
て
お
き
た

い⑳
︒
次
章
で
は
︑
こ
の
よ
う
な
特
徴
の
あ
る
﹃
四
書
集
注
﹄
に
注
釈
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
く
そ
の
要
因
を
考
え
て
み
た
い
︒

①

陳
植
鍔
﹃
北
宋
文
化
史
述
論
﹄
第
三
章
第
四
節
﹁
宋
学
精
神
﹂
︵
中
国
社
会
科

学
出
版
社
︑
一
九
九
二
︶
︑
頁
二
八
七
︒

②

﹃
郡
斎
読
書
附
志
﹄
は
﹁
語
録
類
﹂
と
し
て
︑
二
程
子
﹃
河
南
程
氏
遺
書
﹄
二

五
巻
︑
﹃
外
書
﹄
一
二
巻
︑
張
載
﹃
横
渠
先
生
語
録
﹄
三
巻
に
は
じ
ま
り
︑
楊
時

﹃
亀
山
先
生
語
録
﹄
四
巻
︑
謝
良
佐
﹃
上
蔡
先
生
語
録
﹄
三
巻
な
ど
の
程
門
諸
子

の
語
録
︑
そ
し
て
朱
子
﹃
晦
庵
先
生
語
録
﹄
四
三
巻
な
ど
道
学
系
士
人
の
語
録
二

四
点
を
挙
げ
て
い
る
︒
土
田
健
次
郎
氏
は
﹁
口
語
の
語
録
と
な
る
と
︑
こ
れ
は
道

学
と
い
う
一
学
派
の
特
徴
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
土
田
健

次
郎
﹃
道
学
の
形
成
﹄
﹁
序
章
﹂
︵
創
文
社
︑
二
〇
〇
二
︶
︑
頁
二
〇
︒

③

﹃
郡
斎
読
書
志
﹄
巻
四
﹁
論
語
類
﹂
﹁
伊
川
論
語
説
十
卷
︑
右
皇
朝
程
頤
正
叔

之
門
人
︑
記
其
師
所
解
論
語
也
︒
不
為
文
辞
︑
直
以
俚
語
記
之
﹂
︒

④

﹃
直
斎
書
録
解
題
﹄
巻
三
﹁
語
孟
類
﹂
﹁
石
鼓
論
語
答
問
三
卷
︑
孟
子
答
問
三

卷
︑
戴
渓
撰
︑
岷
隱
初
仕
衡
嶽
祠
官
︑
領
石
鼓
書
院
山
長
︑
所
与
諸
生
講
説
者

也
﹂
︒
同
様
の
著
作
と
し
て
︑
李
椿
年
﹃
逍
遙
公
易
解
﹄
八
巻
﹃
疑
問
﹄
二
巻
︑

呂
祖
謙
﹃
麗
澤
論
説
集
録
﹄
巻
一
〇
︑
劉
光
祖
﹃
山
堂
疑
問
﹄
一
巻
︑
劉
敞
﹃
弟

子
記
﹄
一
巻
︑
程
頤
﹃
程
氏
雑
説
﹄
一
〇
巻
︑
﹃
伊
川
書
説
﹄
一
巻
︑
﹃
伊
川
詩

説
﹄
二
巻
な
ど
を
﹃
直
斎
書
録
解
題
﹄
や
﹃
郡
斎
読
書
志
﹄
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
︒

⑤

前
掲
陳
植
鍔
氏
著
︑
頁
二
八
八
︒

⑥

﹃
郡
斎
読
書
志
﹄
巻
一
﹁
易
類
﹂
﹁
胡
先
生
易
伝
十
巻
︒
右
皇
朝
胡
瑗
撰
︒

⁝
⁝
此
解
甚
詳
︑
蓋
門
人
倪
天
隠
所
纂
︑
非
其
自
著
︑
故
序
首
称
先
生
曰
﹂
︒

﹃
同
﹄
巻
一
﹁
書
類
﹂
﹁
胡
翼
之
洪
範
解
一
巻
︑
右
皇
朝
胡
瑗
翼
之
撰
︒
皆
其
門

人
所
録
︑
無
銓
次
首
尾
﹂
︒

⑦

﹃
玉
海
﹄
巻
三
七
﹁
芸
文
﹂
﹁
元
祐
無
逸
講
義
︑
書
目
︑
元
祐
五
年
二
月
壬
寅
︑

講
無
逸
終
篇
︑
侍
講
司
馬
康
︑
呉
安
詩
︑
范
祖
禹
等
録
進
講
義
一
巻
﹂
︒
李
燾

﹃
続
資
治
通
鑑
長
編
﹄
巻
四
三
八
﹁
︵
元
祐
五
年
二
月
壬
寅
条
︶
︑
邇
英
閣
講
畢
無

逸
篇
︑
詔
詳
録
所
講
義
以
進
︑
今
後
具
講
義
︑
次
日
別
進
﹂
と
あ
る
︒

⑧

他
に
も
︑
耿
南
仲
﹃
周
易
新
講
義
﹄
一
〇
巻
︑
尹
焞
﹃
尹
氏
論
語
解
﹄
一
〇
卷
︑

﹃
孟
子
解
﹄
一
四
卷
︑
范
祖
禹
﹃
范
氏
論
語
﹄
一
〇
巻
︑
范
祖
禹
﹃
古
文
孝
経

説
﹄
一
巻
︑
朱
震
﹃
論
語
直
解
﹄
一
〇
巻
︑
楊
時
﹃
亀
山
経
説
﹄
八
巻
︑
尹
焞

﹃
尹
氏
論
語
義
﹄
一
〇
巻
︑
﹃
五
臣
解
孟
子
﹄
一
四
巻
︑
朱
震
﹃
論
語
直
解
﹄
一

〇
巻
︑
尹
焞
﹃
孟
子
解
﹄
両
巻
︑
王
葆
﹃
東
宮
春
秋
講
義
﹄
三
巻
な
ど
が
こ
れ
に

あ
た
る
︒

⑨

﹃
経
義
考
﹄
巻
二
三
五
﹁
孟
子
五
﹂
﹁
孟
子
私
抄
七
巻
︑
守
陳
自
序
曰
⁝
⁝
後

世
若
荀
卿
︑
王
充
︑
蘇
軾
︑
李
覯
︑
鄭
樵
︑
馮
休
之
論
︑
尚
諵
諵
不
已
︑
尊
信
之

者
惟
趙
邠
卿
︑
韓
文
公
︑
二
程
子
︑
張
南
軒
︑
陸
嘉
材
︑
余
隱
之
︑
纔
幾
人
耳
︒
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至
朱
子
尊
信
尤
至
︑
謂
其
道
性
善
︑
大
有
功
於
聖
門
也
﹂
︒

⑩

﹃
郡
斎
読
書
志
﹄
巻
一
〇
﹁
儒
家
類
﹂
﹁
王
安
石
解
孟
子
十
四
卷
︑
王
雱
解
孟

子
十
四
卷
︑
許
允
成
解
孟
子
十
四
卷
︑
右
皇
朝
王
安
石
介
甫
︑
素
喜
孟
子
︑
自
爲

之
解
︒
其
子
雱
与
其
門
人
許
允
成
︑
皆
有
注
釈
︒
崇
観
間
場
屋
挙
子
宗
之
﹂
︒

⑪

﹃
直
斎
書
録
解
題
﹄
巻
九
﹁
儒
家
類
﹂
﹁
尊
孟
弁
七
卷
︑
建
安
余
允
文
隱
之
撰
︒

以
司
馬
公
有
疑
孟
及
李
遘
泰
伯
常
語
︑
鄭
厚
叔
友
折
衷
︑
皆
有
非
孟
之
言
︑
故
弁

之
︑
為
五
卷
︒
後
二
卷
則
王
充
論
衡
刺
孟
及
東
坡
論
語
説
中
与
孟
子
異
者
︑
亦
弁

焉
﹂
︒

⑫

﹃
四
庫
全
書
総
目
﹄
巻
九
二
﹁
子
部
︑
儒
家
類
二
︑
儒
言
一
巻
﹂
︒

⑬

﹃
四
庫
全
書
総
目
﹄
巻
三
五
﹁
経
部
︑
四
書
類
一
︑
尊
孟
弁
三
巻
︑
続
弁
二
巻
︑

別
録
一
巻
﹂
︒
ま
た
﹃
尊
孟
弁
﹄
に
対
す
る
朱
子
の
論
評
﹁
読
余
隠
之
尊
孟
弁
﹂

に
つ
い
て
は
︑
近
藤
正
則
﹁
﹃
読
余
隠
之
尊
孟
弁
﹄
に
見
え
る
朱
子
の
孟
子
不
尊

周
へ
の
対
応
﹂
︵
﹃
日
本
中
国
学
会
報
﹄
第
三
三
集
︑
一
九
八
一
︶
を
参
照
︒

⑭

前
掲
土
田
氏
著
︑
第
七
章
第
二
節
﹁
楊
時
の
立
場
﹂
︑
頁
四
二
九

四
三
〇
︒

⑮

﹃
経
義
考
﹄
巻
二
一
五
﹁
論
語
五
﹂
﹁
程
瑀
論
語
解
︑
徐
自
明
曰
︑
知
饒
州
洪

興
祖
︑
以
経
学
得
名
︑
⁝
⁝
興
祖
嘗
忤
秦
檜
︑
檜
疑
興
祖
託
経
以
議
己
︑
遂
責
昭

州
安
置
﹂
︒

⑯

前
掲
土
田
氏
著
に
よ
れ
ば
︑
胡
瑗
﹃
周
易
口
義
﹄
や
陳
襄
﹃
周
易
講
義
﹄
の
も

と
と
な
っ
た
講
義
が
行
わ
れ
た
時
︑
時
事
問
題
が
よ
く
取
り
あ
げ
ら
れ
た
と
い
う

︵
頁
一
一
〇
︶
︒

⑰

﹃
宋
会
要
輯
稿
﹄
﹁
崇
儒
七
﹂
﹁
︵
乾
道
三
年
九
月
二
四
日
条
︶
︑
而
今
所
講
曲
礼
︑

類
多
閨
門
郷
党
掃
洒
応
対
︑
飲
食
衣
履
之
末
︑
誠
不
足
以
開
広
聡
明
︑
裨
助
治
道
︑

臣
実
懼
焉
︒
欲
乞
今
後
令
経
筵
官
随
其
員
数
多
寡
分
経
進
講
︑
以
易
︑
詩
︑
書
︑

春
秋
︑
周
礼
︑
礼
記
為
序
︑
遇
有
六
員
︑
合
講
礼
記
︑
即
乞
除
喪
礼
十
三
篇
不
講

外
︑
余
篇
中
有
不
須
講
者
節
講
︑
如
元
祐
中
范
祖
禹
申
請
故
事
﹂
︒
ま
た
︑
﹃
黄
氏

日
抄
﹄
巻
四
一
﹁
読
本
朝
諸
儒
理
学
書
九
︑
亀
山
先
生
文
集
﹂
﹁
詩
︑
春
秋
︑
孟

子
略
説
数
章
︑
論
語
則
経
筵
講
義
︑
毎
章
帰
君
道
言
之
﹂
︒

⑱

こ
こ
で
具
体
例
を
挙
げ
る
余
裕
は
な
い
が
︑
例
え
ば
︑
張
九
成
﹃
孟
子
伝
﹄
は

﹁
も
と
も
と
不
特
定
多
数
の
読
者
を
前
提
に
し
た
著
述
で
は
な
く
︑
聴
覚
を
媒
介

と
す
る
特
定
の
人
物
を
対
象
と
し
た
︑
語
録
的
な
も
の
で
﹂
︑
﹁
全
体
的
に
叙
述
の

重
複
が
ひ
と
き
わ
目
立
つ
の
で
あ
っ
て
︑
懇
切
丁
寧
な
説
明
で
あ
る
反
面
︑
一
種

の
く
ど
さ
や
冗
漫
さ
を
禁
じ
得
な
い
﹂
も
の
で
あ
る
と
い
う
︒
近
藤
正
則
﹁
張
九

成
の
﹃
孟
子
伝
﹄
に
つ
い
て
﹂
︵
﹃
日
本
中
国
学
会
報
﹄
第
四
〇
集
︑
一
九
八
八
︶
︒

⑲

諸
橋
轍
次
﹃
儒
学
の
目
的
と
宋
儒
の
活
動
﹄
︵
大
修
館
書
店
︑
一
九
二
九
︑
本

論
で
は
﹃
諸
橋
轍
次
著
作
集
﹄
第
一
巻
︑
一
九
七
五
年
を
用
い
た
︶
︑
頁
四
一
四
︒

藤
塚
鄰
﹃
論
語
総
説
﹄
第
五
章
﹁
朱
子
の
論
語
集
注
﹂
︵
国
書
刊
行
会
︑
一
九
四

九
︶
︑
頁
二
八
七
︒
近
年
の
研
究
で
は
︑
小
島
毅
﹁
朱
熹
の
経
解
方
法

﹃
孟

子
﹄
を
め
ぐ
っ
て

﹂
︵
村
山
吉
廣
教
授
古
稀
記
念
﹃
中
国
古
典
学
論
集
﹄
汲

古
書
院
︑
二
〇
〇
〇
︶
が
あ
る
︒
小
島
氏
は
﹁
朱
熹
の
経
学
は
︑
当
時
の
経
学
を

む
し
ろ
訓
詁
の
方
向
に
揺
り
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
︑
新
鮮
な
成
果
を
提
供
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
﹂
︵
頁
七
〇
一
︶
と
論
じ
る
︒

⑳

﹃
黄
氏
日
抄
﹄
巻
二
﹁
読
論
語
﹂
﹁
漢
唐
諸
儒
︑
不
過
詁
訓
以
釈
文
義
︑
而
未

嘗
敢
賛
之
辞
︒
自
本
朝
講
明
理
学
︑
脱
去
詁
訓
︑
其
説
雖
遠
過
漢
唐
︑
而
不
善
学

者
求
之
過
高
︑
従
而
増
衍
新
説
︒
不
特
意
味
反
浅
而
失
之
遠
者
或
有
矣
︒
至
晦
庵

為
集
注
︑
復
祖
詁
訓
︑
先
明
字
義
︑
使
本
文
坦
然
易
知
︑
而
後
択
先
儒
議
論
之
精

者
一
二
語
︑
附
之
以
発
其
指
要
﹂
︒
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第
二
章

朱
子
﹃
四
書
章
句
集
注
﹄
か
ら
四
書
疏
釈
書
へ

﹃
四
書
集
注
﹄
に
注
釈
を
加
え
て
い
く
四
書
疏
釈
書
の
先
駆
け
の
ひ
と
つ
は
︑
朱
子
の
高
弟
黄
榦
﹃
論
語
通
釈
﹄
一
〇
巻①
で
あ
る
︒
門
人
陳

宓
の
﹁
題
叙
通
釈
﹂
に
よ
れ
ば
︑
こ
の
書
は
﹃
集
注
﹄
﹃
集
義
﹄
﹃
或
問
﹄
を
併
せ
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
︒
﹃
論
語
集
注
﹄
と
﹃
論
語
或
問
﹄

に
は
も
と
も
と
意
見
の
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
︑
黄
榦
が
か
つ
て
朱
子
か
ら
直
接
聞
き
取
っ
た
言
葉
を
思
い
出
し
て
︑
自
分
の
意
見
を

付
け
加
え
た
の
だ
と
い
う
︒
﹃
論
語
集
注
﹄
と
い
う
書
物
は
簡
略
に
し
て
厳
密
な
言
葉
で
書
か
れ
︑
学
ぶ
者
に
は
理
解
が
難
し
い
の
で
︑
読
者

は
朱
子
の
意
図
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
は
﹃
集
義
﹄
﹃
或
問
﹄
を
博
捜
し
︑
そ
の
内
容
に
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
︒
し
か

し
︑
そ
れ
は
時
間
の
か
か
る
こ
と
な
の
で
︑
そ
の
手
間
を
省
く
た
め
に
﹃
集
注
﹄
を
解
説
す
る
言
葉
を
引
用
し
︑
読
む
の
に
便
利
︵
﹁
便
観
覧
﹂
︶

な
よ
う
に
し
た
︒
こ
れ
が
﹃
論
語
通
釈
﹄
を
著
し
た
目
的
で
あ
る
と
い
う
︒
こ
の
本
の
利
点
は
︑
﹃
集
注
﹄
の
読
解
に
便
利
で
あ
る
と
い
う
こ

と
と
︑
三
〇
余
年
に
わ
た
っ
て
朱
子
に
親
炙
し
︑
﹃
集
注
﹄
と
﹃
或
問
﹄
と
の
間
に
あ
る
疑
問
を
直
接
聞
い
た
黄
榦
の
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る

と
い
う
点
に
あ
る②
︒
元
来
︑
黄
榦
は
上
記
の
三
書
に
加
え
て
朱
子
の
語
録
を
も
こ
こ
に
引
用
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
︑
彼
は
語
録
の
信
憑
性
に

懐
疑
的
で
あ
っ
た
た
め
︑
取
り
や
め
た③
︒
こ
の
点
は
後
の
四
書
疏
釈
書
と
異
な
る
の
で
あ
る
が
︑
﹃
論
語
集
注
﹄
理
解
の
た
め
に
︑
朱
子
の
諸

書
か
ら
引
用
し
︑
便
利
さ
を
売
り
に
す
る
解
説
書
で
あ
る
点
︑
そ
の
嚆
矢
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
︒

何
俊
氏
は
︑
慶
元
党
禁
後
の
朱
子
学
派
拡
大
の
要
因
と
し
て
︑
朱
子
の
著
作
が
多
く
残
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
︑
第
一
世
代
の
弟
子
た
ち
に
よ

る
師
説
を
祖
述
す
る
た
め
の
積
極
的
な
著
述
活
動
を
挙
げ
て
い
る④
︒
確
か
に
︑
直
接
師
に
親
炙
し
た
者
の
言
葉
は
そ
れ
だ
け
で
説
得
力
が
あ
る
︒

た
だ
︑
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
︑
師
説
を
丁
寧
に
祖
述
し
よ
う
と
す
る
そ
の
活
動
自
体
に
︑
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
に
経
書
解
釈
に
対
す
る
師

の
意
図
を
裏
切
る
方
向
に
後
学
の
徒
を
導
い
て
し
ま
う
︑
そ
の
よ
う
な
契
機
が
内
包
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
︑
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

﹃
論
語
通
釈
﹄
出
版
に
際
し
︑
魏
了
翁
は
序
文
で
次
の
よ
う
に
い
う
︒
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勉
斎
黄
直
卿
は
朱
文
公
の
三
書
を
合
わ
せ
て
﹃
論
語
通
釈
﹄
を
作
っ
た
︒
私
の
友
人
陳
宓
は
そ
の
著
作
の
所
以
を
述
べ
︑
張
敏
則
が
潭
州
湘
郷
県
漣
谿
村

で
こ
れ
を
刻
し
た
︒
私
は
蕭
佐
か
ら
善
本
を
得
て
持
っ
て
帰
る
と
︑
里
人
の
趙
心
伝
が
こ
れ
を
上
梓
し
て
学
生
に
恩
恵
を
与
え
た
ら
ど
う
か
と
請
い
︑
し

か
も
私
に
そ
の
義
を
述
べ
る
よ
う
依
頼
し
て
き
た
︒
あ
あ
︑
こ
の
書
が
伝
わ
り
︑
士
人
が
こ
れ
を
得
て
知
慮
を
増
し
︑
ま
す
ま
す
高
め
た
な
ら
︑
学
士
の

幸
い
で
あ
る
︒
論
説
の
益
は
広
い
が
︑
士
人
が
そ
れ
を
盗
ん
で
利
禄
を
欺
き
取
り
︑
実
践
に
つ
い
て
何
も
聞
く
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
︑

私
は
憂
慮
す
る
の
で
あ
る
︒
︵
魏
了
翁
﹃
鶴
山
先
生
大
全
文
集
﹄
巻
五
五
﹁
論
語
通
釈
序
﹂
︶

こ
の
書
が
受
入
れ
ら
れ
た
の
は
︑
黄
榦
の
著
作
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
︑
や
は
り
﹃
集
注
﹄
を
読
む
の
に
便
利
な
書
物
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
︒
そ
の
便
利
さ
故
︑
﹁
利
禄
を
欺
き
取
る
﹂
︑
つ
ま
り
科
挙
受
験
の
た
め
に
用
い
︑
自
己
の
主
体
的
な
実
践
に
役
立
て
よ
う
と
し
な
い
︑
そ

う
い
う
読
み
方
を
学
生
た
ち
が
す
る
の
で
は
な
い
か
と
︑
魏
了
翁
は
危
惧
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

そ
し
て
︑
こ
の
﹃
集
注
﹄
を
理
解
す
る
の
に
﹁
便
利
﹂
で
あ
る
と
い
う
売
り
文
句
が
四
書
疏
釈
書
に
受
継
が
れ
て
い
く
︒
真
徳
秀
﹃
四
書
集

編
﹄
は
︑
﹁
章
句
の
疏
釈
と
し
て
或
問
︑
語
類
を
採
る
の
で
は
な
く
︑
朱
子
四
書
説
の
融
合
集
大
成
を
図
っ
た
﹂
︵
佐
野
著
︑
頁
二
二
九
︶
著
作
で

あ
る
と
い
わ
れ
︑
﹃
集
注
﹄
﹃
或
問
﹄
に
加
え
︑
語
録
や
他
の
著
述
か
ら
も
朱
子
の
言
葉
を
多
く
引
用
し
て
い
る
点
で
﹃
論
語
通
釈
﹄
と
は
異
な

る
︒
﹃
四
庫
提
要
﹄
の
こ
の
書
に
対
す
る
評
価
は
比
較
的
高
い
︒
つ
ま
り
︑
﹃
或
問
﹄
﹃
語
類
﹄
﹃
文
集
﹄
に
は
朱
子
の
﹁
一
時
未
定
の
説
﹂
や
門

人
が
記
録
し
た
こ
と
に
よ
る
﹁
失
真
の
処
﹂
が
多
く
︑
読
者
は
朱
子
の
著
作
中
に
見
ら
れ
る
発
言
の
前
後
関
係
や
重
複
錯
乱
を
見
分
け
な
け
れ

ば
な
ら
ず
︑
﹃
集
注
﹄
の
読
者
は
常
に
こ
れ
に
苦
し
め
ら
れ
る
が
︑
﹃
集
編
﹄
は
朱
子
の
﹁
去
取
の
意
﹂
を
上
手
く
整
理
す
る
こ
と
で
こ
の
問
題

を
解
決
し
て
お
り
︑
真
徳
秀
の
﹁
銓
択
刊
潤
の
功
﹂
が
あ
る
と
い
う
自
賛
も
﹁
虚
語
﹂
で
は
な
か
ろ
う
と
評
価
し
て
い
る⑤
︒

次
い
で
︑
南
宋
末
に
著
さ
れ
た
趙
順
孫
﹃
四
書
纂
疏
﹄
は
︑
﹃
四
書
集
注
﹄
と
﹃
或
問
﹄
を
経
文
の
﹁
注
﹂
と
し
︑
﹃
朱
子
文
集
﹄
﹃
朱
子
語

類
﹄
﹃
中
庸
輯
略
﹄
や
直
弟
子
一
三
家
の
論
説
か
ら
の
引
用
と
趙
順
孫
の
私
見
を
﹁
注
﹂
に
対
す
る
﹁
疏
﹂
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る⑥
︒
趙
順

孫
が
序
文
に
い
う
よ
う
に
︑
﹃
四
書
集
注
﹄
は
数
百
回
読
ん
で
も
茫
洋
と
し
て
つ
か
み
所
が
無
い
の
で
︑
諸
書
か
ら
朱
子
の
言
葉
や
後
学
の
解

南宋における四書疏釈書の登場とその要因（田中）

55 ( 55 )



説
を
引
用
し
︑
読
む
の
に
便
利
な
よ
う
に
し
た
︵
﹁
便
観
省
﹂
︶
と
い
う
の
が
︑
こ
の
著
作
の
目
的
で
あ
る⑦
︒

そ
の
後
︑
元
代
に
入
り
胡
炳
文
﹃
四
書
通
﹄
︑
陳
檪
﹃
四
書
発
明
﹄
︑
倪
士
毅
﹃
四
書
輯
釈
﹄
と
続
き
︑
朱
子
の
書
や
後
学
の
説
か
ら
の
引
用

が
ま
す
ま
す
付
け
加
え
ら
れ
て
い
く
︒
﹃
集
注
﹄
を
深
く
︑
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
は
︑
﹃
或
問
﹄
や
﹃
文
集
﹄
﹃
語
類
﹄
を
参
照
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
︒
四
書
疏
釈
書
は
ま
ず
も
っ
て
﹃
四
書
集
注
﹄
の
読
者
が
そ
の
繁
雑
さ
を
避
け
︑
通
読
に
便
利
で
あ
る
こ
と
を
目
的
に
著
さ
れ
た
︒

で
は
︑
そ
も
そ
も
な
ぜ
﹃
四
書
集
注
﹄
の
読
者
は
膨
大
な
分
量
に
な
る
朱
子
の
他
の
書
物
を
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
︒
そ
れ
は
︑
趙

順
孫
も
い
う
よ
う
に
︑
後
学
に
と
っ
て
﹃
四
書
集
注
﹄
が
分
か
り
に
く
い
か
ら
で
あ
る
︒

現
行
の
黎
靖
徳
編
﹃
朱
子
語
類
﹄
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
声
を
多
く
聞
く
こ
と
が
で
き
る
︒
例
え
ば
︑
﹁
﹃
大
学
﹄
注
に
〝
其
の
体
は
虚
霊
に
し

て
昧
な
ら
ず
︑
其
の
用
は
鑑
照
し
て
遺
さ
ず
〟
と
あ
り
ま
す
︒
こ
の
二
句
は
心
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
す
か
︑
徳
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

た
も
の
で
す
か
﹂
︵
巻
一
四
︑
第
八
六
条
︶
︑
﹁
︵
﹃
大
学
章
句
﹄
に
い
う
︶〝
学
ぶ
者
は
当
に
其
の
発
す
る
所
に
因
り
て
遂
に
之
を
明
ら
か
に
す
べ
し
〟

は
︑
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
﹂
︵
巻
一
四
︑
第
八
八
条
︶
と
い
っ
た
︑
﹃
四
書
集
注
﹄
の
内
容
そ
の
も
の
に
関
す
る
質
問
は
枚
挙
に
い

と
ま
が
な
い
︒
他
に
も
﹁
以
前
先
生
よ
り
﹃
論
語
﹄
﹃
孟
子
﹄
を
読
む
よ
う
教
わ
り
ま
し
た
が
︑
そ
の
後
ま
だ
そ
の
二
書
に
つ
い
て
見
識
を
得

る
こ
と
が
で
き
ず
︑
自
身
深
く
恥
じ
入
っ
て
お
り
ま
す
︒
そ
の
た
め
い
ま
再
び
や
っ
て
参
り
ま
し
た
﹂
︵
巻
一
一
五
︑
第
二
〇
条
︶
︑
﹁
郭
友
仁
は

初
め
て
参
り
︑
挨
拶
し
終
え
る
と
︑
疑
問
︵
を
ま
と
め
た
︶
一
冊
を
提
出
し
た
︒
す
べ
て
﹃
大
学
﹄
﹃
論
語
﹄
﹃
孟
子
﹄
﹃
中
庸
﹄
に
つ
い
て
常
々

疑
問
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
﹂
︵
巻
一
一
六
︑
第
四
八
条
︶
と
い
う
よ
う
に
︑
明
示
し
て
い
な
く
て
も
︑
四
書
に
関
す
る
質
問
は
︑
﹃
四

書
集
注
﹄
理
解
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
︒

﹃
四
書
集
注
﹄
は
朱
子
が
生
涯
を
か
け
て
最
も
力
を
入
れ
て
著
し
た
著
作
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
︑
こ
の
書
に
つ
い
て
な
ぜ
多
く

の
疑
問
や
質
問
が
な
げ
か
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
か
︒
そ
れ
は
こ
の
書
が
多
く
の
言
葉
を
費
や
し
︑
読
者
に
分
か
ら
せ
よ
う
と
し
た
﹁
議
論
﹂

の
注
釈
書
で
は
な
く
︑
﹁
訓
詁
﹂
に
重
き
を
置
く
こ
と
で
読
者
が
主
体
的
に
四
書
本
文
を
熟
読
し
︑
聖
人
の
意
を
体
認
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
注
釈
書
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
注
釈
の
た
め
の
言
葉
は
多
く
を
費
や
す
よ
り
も
︑
削
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
︒
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︵
﹃
論
語
﹄
為
政
﹁
吾
与
回
言
﹂
章
に
つ
い
て
︶
例
え
ば
﹃
精
義
﹄
で
は
多
く
の
言
葉
を
費
や
し
て
い
る
が
︑
﹃
集
注
﹄
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
言
葉
が
あ
る
の

か
︒
一
字
は
一
字
だ
が
︑
そ
の
な
か
に
は
一
字
で
十
字
に
も
百
字
に
も
相
当
す
る
も
の
が
あ
る
︒
そ
れ
な
の
に
君
は
そ
れ
ら
を
す
べ
て
軽
く
読
み
過
ご
し

て
し
ま
っ
て
い
る
︒
聖
人
の
言
葉
は
︑
も
と
も
と
明
白
な
も
の
で
︑
解
説
を
必
要
と
し
な
い
︒
た
だ
学
ぶ
者
に
は
読
ん
で
も
分
か
ら
な
い
の
で
︑
注
解
を

作
っ
て
︑
彼
ら
の
た
め
に
労
力
の
半
分
を
省
い
て
や
っ
た
の
だ
︒
も
し
注
解
さ
え
も
理
解
で
き
な
い
の
な
ら
︑
ど
う
や
っ
て
聖
人
の
意
を
理
解
す
る
と
い

う
の
だ
︒
︵
﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
一
九
︑
第
七
六
条
︶

読
書
と
い
う
の
は
必
ず
自
分
自
身
で
進
ん
で
取
り
組
ん
で
こ
そ
よ
い
の
だ
︒
私
も
以
前
よ
り
非
常
に
苦
労
し
て
理
解
し
た
も
の
だ
︒
だ
か
ら
軽
々
し
く
人

に
説
明
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
︒
や
む
を
得
ず
注
釈
を
作
る
に
至
っ
た
が
︑
や
は
り
広
く
諸
先
生
や
先
輩
方
の
精
粋
を
採
っ
て
書
き
出
し
︑
そ
れ
を
人
に

読
ま
せ
た
だ
け
で
︑
極
め
て
簡
要
な
も
の
で
︑
読
む
者
の
多
く
の
苦
労
を
省
い
て
や
っ
た
︒
し
か
し
学
ぶ
者
た
ち
が
軽
く
読
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
︑

相
変
わ
ら
ず
何
の
力
に
も
な
っ
て
い
な
い
︒
︵
﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
一
二
一
︑
第
七
九
条
︶

朱
子
に
す
れ
ば
︑
特
に
﹃
論
語
﹄
な
ど
の
聖
人
の
言
葉
は
も
と
も
と
明
白
で
分
か
り
や
す
い
も
の
な
の
で
︑
注
解
す
ら
必
要
の
な
い
も
の
で

あ
っ
た⑧
︒
そ
の
た
め
︑
経
書
の
本
文
を
読
み
︑
自
分
の
力
で
そ
の
意
味
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い⑨
︒
﹁
い
ま
は
﹃
集
注
﹄
が
あ
る
の
だ
か

ら
︑
ま
ず
は
本
文
に
従
っ
て
じ
っ
く
り
読
ん
で
い
け
ば
よ
い
﹂
︵
巻
一
一
︑
第
七
六
条
︶
と
い
う
よ
う
に
︑
﹃
集
注
﹄
は
本
文
に
即
し
て
読
む
た
め

の
補
助
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
書
か
れ
て
お
り
︑
﹁
私
の
﹃
論
孟
集
注
﹄
に
は
︑
一
字
を
付
け
加
え
る
こ
と
も
︑
一
字
を
減
ら
す
こ
と
も

で
き
な
い
﹂
︵
巻
一
九
︑
第
五
九
条
︶
︑
﹁
先
輩
の
解
説
は
︑
お
そ
ら
く
後
学
の
者
に
は
理
解
す
る
の
が
難
し
い
か
ら
︑
﹃
集
注
﹄
で
は
そ
れ
ら
の
要

点
を
す
べ
て
抜
き
出
し
て
︑
説
き
尽
く
し
て
お
い
た
︒
私
の
注
脚
に
さ
ら
に
別
の
説
明
を
付
け
加
え
て
は
な
ら
な
い
﹂
︵
巻
一
九
︑
第
六
三
条
︶

と
︑
﹃
集
注
﹄
は
一
字
の
増
減
も
許
さ
れ
な
い
ほ
ど
綿
密
に
著
さ
れ
て
お
り
︑
学
ぶ
者
は
一
字
も
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
熟
読
す
る
こ
と
が
要
求
さ

れ
る
の
で
あ
る
︒

し
か
し
︑
や
は
り
朱
子
自
身
も
時
に
読
者
の
立
場
に
立
っ
て
振
り
返
っ
た
場
合
︑
こ
の
書
が
分
か
り
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
る

南宋における四書疏釈書の登場とその要因（田中）
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こ
と
も
あ
っ
た
︒

私
が
作
っ
た
﹃
大
学
章
句
﹄
﹃
大
学
或
問
﹄
と
い
う
書
物
は
︑
多
く
書
き
す
ぎ
た
と
い
う
欠
点
が
あ
る
︒
当
初
は
た
だ
人
が
理
解
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
お
そ
れ
た
の
で
︑
説
明
に
多
く
の
言
葉
を
費
や
し
た
︒
と
こ
ろ
が
今
人
々
が
読
ん
で
も
︑
か
え
っ
て
理
解
で
き
な
い
で
い
る
︒
︵
﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
一
四
︑

第
三
七
条
︶

朱
子
に
す
れ
ば
ま
だ
﹃
大
学
章
句
﹄
﹃
或
問
﹄
の
言
葉
は
多
す
ぎ
る
と
感
じ
た
わ
け
で
あ
る
が
︑
や
は
り
読
者
に
分
か
っ
て
も
ら
お
う
と
す

れ
ば
︑
朱
子
も
多
く
の
言
葉
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
︑
か
と
い
っ
て
多
す
ぎ
れ
ば
読
者
の
自
得
を
妨
げ
る
こ
と
と
な
る
︒
こ
こ
に
注
釈
の

文
字
増
減
に
関
す
る
朱
子
の
苦
心
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
の
よ
う
に
朱
子
は
読
者
に
よ
る
自
得
の
注
釈
を
目
指
し
︑
文
字
数
を
減
ら
し
た

た
め
︑
あ
ら
か
じ
め
読
者
か
ら
の
疑
問
を
想
定
し
て
お
く
こ
と
に
も
抜
か
り
が
な
か
っ
た
︒
そ
れ
が
︑
﹁
私
が
﹃
大
学
或
問
﹄
を
作
っ
た
の
は
︑

人
々
が
疑
問
を
持
つ
だ
ろ
う
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
︑
あ
ら
か
じ
め
質
問
を
設
定
し
て
お
い
て
︑
人
々
に
理
解
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
﹂
︵
巻
一
四
︑

第
四
九
条
︶
と
い
う
よ
う
に
︑
﹃
或
問
﹄
で
あ
り
︑
当
初
か
ら
﹁
注
釈
の
注
釈
﹂
︵
巻
一
四
︑
第
四
七
条
︶
と
し
て
著
さ
れ
た
︒
﹁
﹃
大
学
﹄
を
読
む

の
に
は
︑
一
章
ず
つ
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
ま
ず
先
に
経
書
本
文
を
読
み
︑
口
で
読
み
上
げ
た
ら
︑
次
は
﹃
大
学
章
句
﹄
で
本
文
を

解
釈
し
︑
更
に
﹃
大
学
或
問
﹄
で
﹃
大
学
章
句
﹄
と
突
き
合
わ
せ
る
﹂
︵
巻
一
四
︑
第
四
三
条
︶
と
い
う
よ
う
に
︑
四
書
の
読
み
は
︑
経
書
本
文
︑

﹃
四
書
集
注
﹄
︑
﹃
或
問
﹄
へ
と
広
が
る
︒
そ
れ
で
も
分
か
ら
な
け
れ
ば
︑
朱
子
の
も
と
を
訪
れ
直
接
質
問
す
る
か
︑
そ
れ
も
叶
わ
な
け
れ
ば
︑

書
簡
を
用
い
教
え
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
︒
そ
の
問
答
の
集
積
が
﹃
朱
子
語
類
﹄
で
あ
り
︑
﹃
文
集
﹄
に
収
め
ら
れ
た
書
簡
で
あ
る
︒
こ
の
よ

う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
た
め
︑
朱
子
は
﹃
四
書
集
注
﹄
上
で
は
言
葉
少
な
め
だ
が
︑
問
答
の
場
で
は
き
わ
め
て
饒
舌
で
あ
る
︒

亜
夫
が
質
問
し
た
︑
﹁
大
学
序
に
い
う
〝
既
に
之
に
与
う
る
に
仁
義
礼
智
の
性
を
以
て
し
︑
又
気
質
の
稟
有
り
〟
の
い
わ
ゆ
る
気
質
と
は
︑
剛
柔
︑
強
弱
︑
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明
快
︑
遅
鈍
な
ど
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
﹂
︒
⁝
⁝
先
生
が
い
う
﹁
気
と
は
︑
あ
の
初
め
に
受
け
た
も
の
で
︑
質
と
は
︑
こ
の
か
た
ち
を
成
し
た
も
の
︒
金
に

お
け
る
あ
ら
が
ね
︑
木
に
お
け
る
萌
芽
の
よ
う
な
も
の
だ
﹂
︒
ま
た
﹁
全
て
は
同
じ
陰
陽
五
行
の
気
な
の
で
あ
っ
て
︑
そ
れ
が
天
地
の
間
で
た
ぎ
っ
て
︑
上

質
な
も
の
は
人
と
な
り
︑
か
す
は
物
と
な
る
︒
上
質
中
の
上
質
な
も
の
は
︑
聖
と
な
り
賢
と
な
り
︑
上
質
中
の
か
す
は
︑
愚
や
不
肖
と
な
る
﹂
と
い
わ
れ

た
︒
︵
﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
一
四
︑
第
五
五
条
︶

こ
こ
で
の
朱
子
の
返
答
は
︑
弟
子
の
㬊
淵
︵
字
は
亜
夫
︶
に
向
け
ら
れ
た
﹃
集
注
﹄
の
解
説
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
お
り
︑
本
来
は
そ
の

時
︑
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
者
た
ち
に
合
わ
せ
た
偶
然
的
で
限
定
的
な
問
答
で
あ
っ
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
こ
の
問
答
は
︑
趙
順
孫
に
よ
っ
て
﹃
四

書
纂
疏
﹄
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
で
︑
普
遍
的
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
︒
つ
ま
り
︑
洪
天
錫
が
﹁
問
う
所
は
一
人
に
あ
ら
ず
︑
答
え
る
所
は

一
日
に
非
ず
﹂
︵
﹁
四
書
纂
疏
序
﹂
︶
と
い
う
よ
う
に
︑
﹃
四
書
纂
疏
﹄
を
読
む
者
は
︑
経
書
本
文
か
ら
﹃
集
注
﹄
へ
︑
そ
し
て
朱
子
の
口
頭
に
よ

る
解
説
へ
と
辿
る
こ
と
で
︑
朱
子
に
師
事
し
た
弟
子
の
経
験
を
追
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
︒
こ
の
意
味
で
︑
か
つ
て
偶
然
行
わ
れ
た

問
答
は
︑
あ
る
特
定
の
門
人
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
︑
後
世
に
広
が
る
読
者
一
般
に
向
け
た
普
遍
的
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る⑩
︒

し
か
し
︑
朱
子
自
身
は
こ
の
よ
う
な
注
釈
に
注
釈
を
重
ね
て
い
く
と
い
う
営
為
を
望
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
か
︒
例
え
ば
︑
﹃
論
語
或
問
﹄
を

な
ぜ
刊
行
し
な
い
の
か
と
い
う
弟
子
の
質
問
に
対
し
︑
﹁
そ
ん
な
必
要
は
な
い
だ
け
だ
︒
文
章
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
︑
学
ぶ
者
は
ま
す
ま

す
何
も
し
よ
う
と
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
︒
た
だ
﹃
集
注
﹄
を
読
む
だ
け
で
十
分
だ
︒
君
は
﹃
集
注
﹄
の
説
を
す
べ
て
覚
え
き
っ
て
い
る
の
か
︒

﹃
集
注
﹄
ど
こ
ろ
か
︑
お
そ
ら
く
経
書
の
本
文
す
ら
覚
え
き
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
﹂
︵
巻
一
一
六
︑
第
五
一
条
︶
と
い
う
よ
う
に
︑
読
む
べ
き
文

章
量
が
多
く
な
る
こ
と
を
︑
経
文
理
解
の
観
点
か
ら
強
く
警
戒
し
て
い
る
︒
注
釈
と
は
経
文
を
理
解
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
て
︑
注
釈
の
注

釈
が
増
え
れ
ば
︑
読
者
は
注
釈
ば
か
り
を
読
み
︑
経
書
の
本
文
そ
の
も
の
へ
の
取
り
組
み
を
忘
れ
て
し
ま
う
︒
朱
子
は
こ
れ
を
警
戒
し
た
︒

前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
︑
多
く
の
言
葉
を
費
や
す
﹁
議
論
﹂
形
式
の
注
釈
こ
そ
ま
さ
に
朱
子
の
警
戒
し
た
そ
れ
で
あ
っ
た
︒
そ
し
て
︑
朱
子

の
著
作
物
で
い
え
ば
︑
﹃
四
書
集
注
﹄
の
解
説
で
あ
る
﹃
或
問
﹄
や
︑
朱
子
に
よ
る
口
頭
で
の
解
説
を
集
め
た
﹃
朱
子
語
類
﹄
︑
書
簡
を
収
め
た
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﹃
文
集
﹄
な
ど
が
﹁
議
論
﹂
形
式
の
書
物
に
分
類
で
き
る
だ
ろ
う
︒
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
︑
朱
子
が
本
来
﹁
訓
詁
﹂
を
重
ん
じ
て
著
し
た

﹃
四
書
集
注
﹄
に
︑
﹃
或
問
﹄
︑
﹃
語
録
﹄
﹃
語
類
﹄
な
ど
の
口
語
問
答
体
︑
﹃
朱
子
文
集
﹄
の
文
章
︑
さ
ら
に
は
朱
子
後
学
の
論
説
を
ふ
ん
だ
ん

に
引
用
す
る
こ
と
は
︑
そ
の
注
釈
書
と
し
て
の
形
式
が
﹁
訓
詁
﹂
か
ら
﹁
議
論
﹂
へ
と
質
的
に
変
換
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
︒

そ
の
証
拠
に
︑
﹃
四
書
纂
疏
﹄
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
︑
朱
子
の
著
作
以
外
の
書
名
を
挙
げ
れ
ば⑪
︑
黄
榦
﹃
通
釈
﹄
﹃
文
集
﹄
﹃
講
義
﹄
︑
陳
淳

﹃
字
義
﹄
﹃
文
集
﹄
﹃
庸
学
講
義
﹄
︑
輔
広
﹃
語
孟
問
答
﹄
︑
潘
炳
﹃
講
説
﹄
︑
蔡
淵
﹃
易
伝
﹄
﹃
庸
学
思
問
﹄
﹃
中
庸
通
旨
﹄
︑
蔡
沈
﹃
書
伝
﹄
︑
蔡

模
﹃
語
孟
集
疏
﹄
︑
陳
孔
碩
﹃
講
義
﹄
︑
陳
埴
﹃
経
説
﹄
﹃
木
鐘
集
﹄
︑
胡
泳
﹃
衍
説
﹄
︑
葉
賀
孫
﹃
講
義
﹄
﹃
文
集
﹄
︑
黄
士
毅
﹃
講
義
﹄
︑
真
徳
秀

﹃
大
学
衍
義
﹄
﹃
読
書
記
﹄
﹃
文
集
﹄
と
い
う
よ
う
に
︑
ほ
と
ん
ど
前
章
で
論
じ
た
と
こ
ろ
の
﹁
議
論
﹂
形
式
に
属
す
著
作
で
あ
る
︒
そ
も
そ
も

こ
の
書
に
よ
っ
て
実
際
に
朱
子
や
学
友
の
側
に
侍
る
が
如
き
体
験
が
で
き
る
と
い
う
洪
天
錫
の
売
り
文
句
は
︑
黄
榦
に
よ
る
語
録
の
効
用
に
同

じ
で
あ
る⑫
︒

四
書
疏
釈
書
は
︑
古
注
に
お
け
る
注
と
疏
の
関
係
に
対
比
さ
れ
る
︒
し
か
し
︑
古
注
の
場
合
︑
疏
は
注
の
訓
詁
に
訓
詁
を
積
み
重
ね
た
も
の

で
あ
っ
た
が
︑
四
書
疏
釈
書
の
場
合
は
︑
﹃
四
書
集
注
﹄
と
そ
の
解
説
と
し
て
付
さ
れ
た
疏
と
の
間
に
は
明
ら
か
に
質
的
な
違
い
が
あ
る
︒
注

釈
に
注
釈
を
重
ね
る
こ
と
へ
の
朱
子
の
警
戒
は
︑
こ
の
質
的
転
換
へ
の
警
戒
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
︒
こ
の
よ
う
に
朱
子
が
警
戒
す
る
の
は
︑

彼
が
存
命
中
か
ら
門
人
の
学
び
に
そ
の
傾
向
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒

近
頃
の
人
は
書
物
を
読
ん
で
も
︑
そ
の
多
く
は
自
分
に
引
き
つ
け
て
体
得
し
よ
う
と
せ
ず
︑
た
だ
文
字
だ
け
読
ん
で
︑
文
章
の
意
味
を
説
明
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
そ
れ
で
よ
し
と
し
て
い
る
︒
こ
ん
な
こ
と
で
何
に
な
ろ
う
︒
⁝
⁝
今
の
人
は
道
理
に
取
り
組
も
う
と
せ
ず
︑
す
べ
て
書
物
を
渉
猟
し
︑
該
博
で

あ
る
こ
と
を
能
と
し
て
い
る
︒
道
学
と
俗
学
と
の
違
い
は
こ
こ
に
あ
る
︒
⁝
⁝
経
典
の
注
解
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
が
︑
も
し
た
だ
注
釈
に
従
っ

て
説
く
だ
け
な
ら
︑
一
体
何
に
な
ろ
う
︒
︵
﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
一
一
︑
第
四
〇
条
︶
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こ
の
よ
う
に
︑
朱
子
は
経
書
を
自
分
に
引
き
つ
け
て
体
得
す
る
学
問
を
﹁
道
学
﹂
︑
文
字
上
だ
け
の
理
解
に
と
ど
ま
り
︑
注
釈
の
た
め
の
注

釈
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
学
問
を
﹁
俗
学
﹂
と
い
う
︒
た
だ
本
を
読
む
だ
け
の
﹁
俗
学
﹂
に
対
す
る
朱
子
の
批
判
は
厳
し
い
︵
﹃
語
類
﹄
巻
二
〇
︑

第
六
条
︶
︒
さ
ら
に
﹁
君
は
﹃
論
語
﹄
を
読
ん
で
︑
文
章
の
意
味
を
し
っ
か
り
理
解
で
き
て
い
る
の
か
︒
も
し
文
義
が
ま
だ
理
解
で
き
て
い
な

い
の
に
︑
あ
る
学
者
は
こ
う
言
っ
て
い
る
︑
ま
た
あ
る
学
者
は
あ
あ
言
っ
て
い
る
と
読
み
散
ら
し
て
い
た
ら
︑
そ
の
う
ち
す
べ
て
ご
ち
ゃ
混
ぜ

に
な
っ
て
何
も
分
か
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
﹂
︵
巻
一
一
四
︑
第
二
六
条
︶
と
い
う
発
言
か
ら
す
る
に
︑
朱
子
お
よ
び
直
弟
子
一
三
家
の
説
を
引
用

し
た
趙
順
孫
﹃
四
書
纂
疏
﹄
︑
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
北
宋
か
ら
元
代
ま
で
の
七
一
家
を
加
え
た
胡
炳
文
﹃
四
書
通
﹄
な
ど
の
疏
釈
書
を
朱
子
は
ど

の
よ
う
な
思
い
で
見
る
だ
ろ
う
か
︒
﹁
経
義
に
合
っ
て
い
る
か
否
か
は
そ
の
論
じ
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
︑
た
だ
注
の
意
に
合
っ
て
い
る
か
否
か

で
そ
の
是
非
を
定
め
て
い
る
﹂
︵
﹃
四
庫
全
書
総
目
﹄
巻
三
六
﹁
経
部
︑
四
書
類
二
﹂
︶
と
評
さ
れ
た
﹃
四
書
通
﹄
が
︑
経
文
か
ら
離
れ
た
注
釈
の
た

め
の
注
釈
書
だ
と
朱
子
に
一
蹴
さ
れ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う
︒

こ
の
よ
う
に
﹁
た
だ
文
字
だ
け
読
ん
で
︑
文
章
の
意
味
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
れ
で
よ
し
と
﹂
す
る
﹁
俗
学
﹂
の
連
中
こ
そ
が
︑

朱
子
の
死
後
︑
四
書
疏
釈
書
を
求
め
受
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒
た
だ
直
弟
子
だ
け
で
な
く
第
二
第
三
世
代
の
弟
子
が
注
釈
の
注
釈
を
さ
ら

に
必
要
と
し
て
い
っ
た
の
は
︑
﹃
四
書
集
注
﹄
が
訓
詁
に
重
き
を
置
い
た
た
め
︑
特
に
初
学
者
に
は
難
解
で
あ
り
︑
も
と
も
と
朱
子
に
よ
る
追

加
の
解
説
が
な
け
れ
ば
十
分
な
理
解
に
到
達
で
き
な
い
書
物
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
そ
の
意
味
で
﹃
四
書
集
注
﹄
は
朱
子
と
弟
子
達
と
の
面

会
や
書
簡
を
通
じ
た
日
常
的
な
繫
が
り
を
前
提
に
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
︑
そ
の
死
後
は
︑
朱
子
を
中
心
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
消
滅
し

た
か
ら
こ
そ
四
書
疏
釈
書
が
必
要
と
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒

四
書
疏
釈
書
が
生
み
出
さ
れ
︑
受
容
さ
れ
た
要
因
と
し
て
も
う
一
つ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
︑
朱
子
学
解
説
書
に
多
く
見
ら
れ
る
類

従
編
纂
と
い
う
編
集
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
︒
例
え
ば
︑
朱
子
の
盟
友
張
栻
は
︑
程
子
の
書
を
理
解
す
る
た
め
に
︑
孔
子
・
孟
子
の
﹁
仁
﹂
に

言
及
し
た
言
葉
を
類
従
編
纂
し
た
﹃
洙
泗
言
仁
﹄
と
い
う
書
物
を
作
っ
た
︵
﹃
南
軒
集
﹄
巻
一
四
﹁
洙
泗
言
仁
序
﹂
︶
︒
と
こ
ろ
が
︑
朱
子
に
い
わ
せ

れ
ば
︑
﹁
仁
﹂
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
て
い
る
所
だ
け
を
抜
き
書
き
し
て
理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
︑
読
者
に
学
問
に
対
す
る
拙
速
さ
や
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近
道
を
好
む
心
を
助
長
さ
せ
る
危
険
な
書
物
で
あ
っ
た
︵
﹃
朱
子
文
集
﹄
巻
三
一
﹁
答
張
欽
夫
﹂
第
六
書
︑
第
九
書
︶
︒
こ
の
よ
う
に
︑
朱
子
は
類
従

と
い
う
編
集
方
法
自
体
を
厳
し
く
批
判
す
る
︵
﹃
語
類
﹄
巻
一
一
八
︑
第
四
九
条
︶
︒

し
か
し
︑
朱
子
の
懸
念
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
学
ぶ
者
の
類
従
へ
の
要
求
は
抑
え
が
た
く
︑
滕
洙
︵
字
は
希
尹
︶
は
︑
孔
孟
が
﹁
仁
﹂
を
語
っ

た
大
略
を
抜
き
出
し
て
一
編
を
な
し
︑
日
夕
こ
れ
を
玩
誦
し
た
と
い
い
︵
﹃
朱
子
文
集
﹄
巻
九
四
﹁
滕
君
希
尹
墓
誌
銘
﹂
︶
︑
童
伯
羽
も
同
様
に
﹁
仁
﹂

の
説
だ
け
を
類
従
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
を
朱
子
に
た
し
な
め
ら
れ
︵
﹃
語
類
﹄
巻
一
一
八
︑
第
一
〇
条
︶
︑
㬊
淵
も
や
は
り
﹁
仁
﹂
説
の

抜
き
書
き
を
作
ろ
う
と
し
た
と
い
う
︵
﹃
語
類
﹄
巻
二
〇
︑
第
一
〇
八
条
︶
︒
さ
ら
に
﹃
洙
泗
言
仁
﹄
は
朱
子
没
後
も
後
学
に
よ
っ
て
シ
リ
ー
ズ
化

さ
れ
︑
孔
従
龍
と
い
う
人
物
が
﹃
論
語
﹄
か
ら
﹁
学
﹂
を
言
う
と
こ
ろ
を
抜
き
出
し
た
﹃
泗
洙
言
学
﹄
を
作
り⑬
︑
朱
子
と
同
じ
観
点
か
ら
﹃
洙

泗
言
学
﹄
に
警
告
を
発
す
る
真
徳
秀
も
︑
類
従
的
書
物
で
あ
る
﹃
西
山
読
書
記
﹄
で
は
言
い
訳
し
な
が
ら
﹁
仁
﹂
の
抜
き
書
き
を
し
て
い
る⑭
︒

ま
た
楊
汲
と
い
う
人
物
は
程
子
の
﹁
敬
﹂
に
関
す
る
言
葉
を
六
目
七
〇
条
に
類
従
し
た
﹃
河
洛
言
敬
﹄
を
著
し
︑
そ
れ
に
序
文
を
寄
せ
た
方
回

は
も
は
や
そ
れ
を
た
し
な
め
る
こ
と
な
く
︑
む
し
ろ
歴
代
の
類
従
形
式
の
書
名
を
挙
げ
︑
﹁
﹃
洙
泗
言
仁
﹄
は
万
世
に
功
あ
り
︑
﹃
河
洛
言
敬
﹄

は
聖
門
に
功
あ
り
﹂
と
︑
類
従
の
効
用
を
堂
々
と
説
く
に
至
っ
て
い
る⑮
︒

張
栻
﹃
洙
泗
言
仁
﹄
と
い
う
書
名
は
︑
朱
子
の
類
従
批
判
と
と
も
に
記
憶
さ
れ
続
け
る
の
で
あ
る
が
︑
皮
肉
に
も
﹃
朱
子
語
類
﹄
を
代
表
と

し
て
彼
の
言
葉
は
後
学
の
手
に
よ
っ
て
分
類
整
理
さ
れ
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
朱
子
学
と
し
て
受
入
れ
ら
れ
て
い
く
︒
す
で
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
︑
朱
子
の
﹁
語
録
﹂
は
現
行
の
黎
靖
徳
﹃
朱
子
語
類
﹄
一
四
〇
巻
の
他
に
も
︑
楊
与
立
編
﹃
朱
子
語
略
﹄
︵
一
二
二
〇
頃
︶
︑
葉
士

龍
編
﹃
朱
子
語
録
格
言
﹄
︵
一
二
三
八
年
︶
︑
胡
常
編
﹃
晦
翁
語
録
彙
編
﹄
︵
一
二
四
三
年
︶
︑
﹃
晦
庵
先
生
語
録
大
綱
領
﹄
︵
咸
淳
年
間
の
初
め
頃
ま
で
︶

と
い
っ
た
﹁
語
類
﹂
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
く⑯
︒
他
に
も
王
泌
﹃
紫
陽
宗
旨
﹄
︑
張
洪
・
斉
熙
編
﹃
朱
子
読
書
法
﹄
︑
滕
珙
﹃
経
済
文
衡
﹄
︑
陳

淳
﹃
北
渓
字
義
﹄
︑
宋
儒
の
遺
文
を
分
類
編
纂
し
た
熊
節
編
﹃
性
理
群
書
句
解
﹄
と
い
っ
た
︑
﹃
文
集
﹄
や
﹁
語
録
﹂
を
再
編
成
し
た
二
次
的
編

纂
物
が
次
々
に
著
さ
れ
て
い
っ
た
︒

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
︑
こ
れ
ら
朱
子
学
解
説
書
が
︑
﹃
文
集
﹄
や
﹁
語
録
﹂
か
ら
朱
子
の
言
葉
を
取
り
︑
分
類
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
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点
に
お
い
て
︑
四
書
疏
釈
書
の
編
纂
方
法
に
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
特
に
陽
枋
編
﹃
朱
文
公
易
問
答
語
要
﹄
︵
易
に
つ
い
て
︶
︑
史
守

文
編
﹃
朱
文
公
五
書
問
答
﹄
︵
易
・
論
語
・
孟
子
・
大
学
・
中
庸
に
つ
い
て
︶
︑
潘
墀
﹃
晦
庵
語
類
﹄
︵
論
語
に
つ
い
て
︶
︑
黄
士
毅
﹃
晦
庵
書
説
﹄
︵
書

に
つ
い
て
︶
︑
黄
大
昌
・
王
迂
編
﹃
経
説
﹄
︵
各
経
書
お
よ
び
太
極
な
ど
に
つ
い
て
︶
︑
李
春
叟
﹃
論
語
伝
説
補
﹄
と
い
っ
た
書
物
は
︑
経
書
ご
と
に

朱
子
の
言
葉
を
整
理
し
直
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
︑
き
わ
め
て
四
書
疏
釈
書
の
編
纂
方
法
に
近
い⑰
︒

朱
子
が
何
度
も
何
度
も
弟
子
に
繰
り
返
し
説
い
た
の
は
︑
﹁
仁
﹂
﹁
性
﹂
﹁
命
﹂
﹁
理
﹂
﹁
道
﹂
と
い
っ
た
道
学
的
抽
象
概
念
を
知
る
こ
と
や

﹁
敬
﹂
と
い
う
修
行
は
︑
言
語
文
字
上
で
そ
の
概
念
を
知
っ
た
だ
け
で
は
何
の
意
味
も
な
く
︑
経
書
を
自
ら
熟
読
し
︑
日
常
生
活
に
お
い
て
そ

れ
を
実
践
し
て
い
く
︑
そ
う
い
う
修
行
を
通
し
て
︑
自
得
体
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
︒
そ
の
た
め
に
︑
朱
子
は
訓
詁
に

重
き
を
置
い
た
注
釈
書
を
作
っ
た
の
で
あ
る
︒

朱
子
の
注
解
の
特
徴
は
︑
﹁
音
か
ら
訓
へ
︑
訓
か
ら
義
へ
︑
一
字
か
ら
一
句
へ
︑
一
句
か
ら
一
章
へ
︑
そ
し
て
言
外
の
意
に
至
る
ま
で⑱
﹂
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
︑
一
文
字
の
音
や
意
味
か
ら
積
み
上
げ
て
い
き
︑
そ
し
て
経
書
に
込
め
ら
れ
た
﹁
言
外
の
意
﹂
︑
つ
ま
り
聖
賢
の
意
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
︒
朱
子
は
﹁
敬
﹂
に
つ
い
て
︑
﹁
解
説
は
必
要
な
い
︵
﹁
不
用
解
説
﹂
︶
﹂
︵
﹃
語
類
﹄
巻
一
二
︑
第
一
〇
五
条
︶
と
か
︑

﹁
訓
詁
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︵
是
不
得
而
訓
﹂
︶
﹂
︵
﹃
語
類
﹄
巻
一
五
︑
第
一
四
一
条
︶
と
︑
言
語
文
字
に
よ
る
解
釈
を
拒
否
す
る
︒
し
か
し
︑
ま

ず
言
葉
上
の
意
味
か
ら
理
解
し
た
い
多
く
の
門
人
た
ち
は
︑
朱
子
の
意
に
反
し
て
︑
何
度
も
そ
の
意
味
を
質
問
す
る
︵
同
前
︶
︒
い
つ
も
拙
速

に
学
問
の
完
成
を
目
指
す
門
人
た
ち
は
い
く
ら
朱
子
に
叱
ら
れ
よ
う
と
︑
言
葉
に
よ
っ
て
﹁
言
外
の
意
﹂
を
も
理
解
し
よ
う
と
し
た
︒
こ
の
よ

う
な
門
人
た
ち
の
学
問
に
対
す
る
要
求
が
︑
類
従
的
朱
子
学
解
説
書
を
多
く
生
み
出
し
た
原
因
で
あ
り
︑
四
書
疏
釈
書
の
誕
生
と
そ
の
拡
大
も

同
じ
現
象
の
一
つ
の
展
開
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

①

﹃
直
斎
書
録
解
題
﹄
巻
三
﹁
語
孟
類
﹂
で
は
﹃
論
語
通
釈
﹄
十
巻
と
あ
る
が
︑

﹃
読
書
附
志
﹄
﹁
経
解
類
﹂
で
は
﹃
論
語
註
義
問
答
通
釈
﹄
十
巻
と
あ
り
︑
﹃
経
義

考
﹄
巻
二
一
七
﹁
論
語
七
﹂
で
も
﹃
論
語
注
義
問
答
通
釈
﹄
と
す
る
︒
ち
な
み
に

朱
彝
尊
は
﹁
未
見
﹂
と
す
る
︒

②

鄭
元
肅
﹃
勉
斎
先
生
黄
文
粛
公
年
譜
﹄
嘉
定
一
二
年
︑
始
通
釈
文
公
論
語
条
︒

③

同
前
︒
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④

前
掲
何
氏
著
︑
頁
二
九
四

二
九
五
︑
三
一
〇

三
一
三
︒

⑤

﹃
四
庫
全
書
総
目
﹄
巻
三
五
﹁
経
部
︑
四
書
類
一
︑
四
書
集
編
二
六
巻
﹂
︒

⑥

前
掲
佐
野
氏
著
︑
頁
二
三
〇

二
三
四
︒

⑦

趙
順
孫
﹁
四
書
纂
疏
序
﹂
﹃
四
書
纂
疏
﹄
所
収
︒

⑧

﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
一
一
の
第
二
四
条
︑
第
三
三
条
︑
第
八
一
条
な
ど
を
参
照
︒

⑨

﹃
朱
子
語
類
﹄
﹁
読
書
法
﹂
に
は
︑
こ
の
よ
う
な
経
書
本
文
に
即
し
た
読
み
に

つ
い
て
説
い
た
条
文
を
多
く
載
せ
る
︒

⑩

洪
天
錫
﹁
四
書
纂
疏
序
﹂
﹃
四
書
纂
疏
﹄
所
収
︒

⑪

前
掲
佐
野
氏
著
︑
頁
二
三
二
︒

⑫

黄
榦
﹁
池
州
刊
朱
子
語
録
後
序
﹂
︵
黎
靖
徳
﹃
朱
子
語
類
﹄
所
収
︶
﹁
先
生
之
著

書
多
矣
︑
教
人
求
道
入
徳
之
方
備
矣
︒
師
生
函
丈
間
︑
往
復
詰
難
︑
其
弁
愈
詳
︑

其
義
愈
精
︑
読
之
竦
然
︑
如
侍
燕
閒
︑
承
謦
欬
也
︒
歴
千
載
而
如
会
一
堂
︑
合
衆

聞
而
悉
帰
一
己
︑
是
書
之
伝
︑
豈
小
補
哉
﹂
︒

⑬

﹃
西
山
先
生
真
文
忠
公
文
集
﹄
巻
三
六
﹁
跋
孔
従
龍
泗
洙
言
学
﹂
︒
ま
た
巻
三

五
﹁
宋
文
叔
編
仁
説
﹂
に
も
﹁
宜
春
宋
君
文
叔
輯
語
孟
言
仁
而
為
之
標
略
︑
用
意

美
矣
﹂
と
あ
る
︒

⑭

﹃
西
山
読
書
記
﹄
巻
七
﹁
仁
下
﹂
︒

⑮

﹃
桐
江
続
集
﹄
卷
三
四
﹁
河
洛
言
敬
序
﹂
﹁
洙
泗
言
仁
有
功
万
世
︑
河
洛
言
敬

有
功
聖
門
︒
故
亦
類
聚
程
子
之
言
敬
者
︑
其
目
六
其
条
七
十
︑
以
開
後
学
︑
与
南

軒
類
聚
言
仁
之
書
相
表
裏
﹂
︒

⑯

石
立
善
﹁
﹃
晦
庵
先
生
語
録
大
綱
領
﹄
攷

附
録
朱
子
・
范
如
圭
・
程
端

蒙
・
李
方
子
の
佚
文
﹂
︵
﹃
中
国
思
想
史
研
究
﹄
第
二
八
号
︑
二
〇
〇
六
︶
︑
お
よ

び
﹁
古
本
朱
子
語
録
に
つ
い
て

﹃
朱
子
語
類
大
全
﹄
未
収
語
録
書
三
十
七
種

﹂
︵
西
脇
常
記
教
授
退
休
記
念
論
集
﹃
東
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
文
化
﹄
西
脇
常

記
教
授
退
休
記
念
論
集
編
集
委
員
会
︑
二
〇
〇
七
︶
を
参
照
︒

⑰

﹃
朱
文
公
易
問
答
語
要
﹄
︑
﹃
朱
文
公
五
書
問
答
﹄
︑
﹃
晦
庵
語
類
﹄
︑
﹃
経
説
﹄
に

つ
い
て
は
︑
前
掲
石
論
文
参
照
︒
﹃
晦
庵
書
説
﹄
は
︑
﹃
直
斎
書
録
解
題
﹄
巻
二

﹁
書
類
﹂
︑
﹃
論
語
伝
説
補
﹄
は
﹃
経
義
考
﹄
に
よ
る
︒

⑱

黄
震
﹃
黄
氏
日
抄
﹄
巻
二
﹁
読
論
語
﹂
﹁
震
自
幼
蒙
先
父
之
教
︑
常
読
晦
庵
論

語
︑
長
師
宗
諭
王
貫
道
先
生
︑
見
其
朝
夕
議
論
︑
常
不
出
晦
庵
論
語
︑
謂
晦
庵
読

尽
古
今
注
解
︑
自
音
而
訓
︑
自
訓
而
義
︑
自
一
字
而
一
句
︑
自
一
句
而
一
章
︑
以

至
言
外
之
意
︑
透
徹
無
礙
︑
瑩
然
在
心
如
琉
璃
然
﹂
︒

第
三
章

陸
学
の
文
字
言
語
化
へ
の
欲
求

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
︑
慶
元
の
党
禁
が
解
け
て
以
後
︑
朱
子
学
は
次
第
に
勢
力
を
回
復
し
︑
南
宋
国
家
か
ら
政
治
的
権
威
を
与
え
ら
れ
︑

朱
子
学
の
一
尊
化
に
よ
っ
て
︑
宋
代
思
想
の
多
様
性
は
失
わ
れ
て
い
く
︒
特
に
︑
朱
子
学
の
勢
力
拡
大
の
前
に
︑
陸
象
山
の
学
︵
陸
学
︶
は
そ

の
勢
い
を
失
っ
て
い
く
︒
も
ち
ろ
ん
陸
学
派
は
陸
象
山
亡
き
後
も
急
激
に
衰
退
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
く
︑
楊
簡
︵
字
は
敬
仲
︶
︑
袁
燮
︵
字
は

和
叔
︶
︑
舒
璘
︵
字
は
元
盾
︶
︑
沈
煥
︵
字
は
叔
晦
︶
の
い
わ
ゆ
る
﹁
明
州
四
先
生
﹂
が
浙
東
の
明
州
︵
慶
元
府
︶
を
中
心
に
支
持
を
得
て
お
り
︑
陸

学
の
本
拠
で
あ
っ
た
江
西
よ
り
盛
ん
で
あ
っ
た①
︒
朱
子
の
高
弟
陳
淳
は
︑
こ
の
状
況
に
危
機
を
感
じ
︑
大
い
に
憂
え
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
︒
し
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か
し
︑
楊
簡
が
ひ
と
り
異
彩
を
放
ち
つ
つ
陸
学
思
想
を
継
承
し
た
の
を
除
き
︑
袁
燮
︑
舒
璘
︑
沈
煥
は
朱
子
学
の
影
響
を
強
く
受
け②
︑
さ
ら
に

楊
簡
の
弟
子
の
中
で
も
陸
学
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
銭
時
︵
字
は
子
是
︶
も
﹁
朱
子
学
に
非
常
に
接
近
し
た
思
想
﹂
を
持
つ
に
至
り
︑
陸
学

は
﹁
そ
の
活
力
を
失
う
に
至
っ
た
﹂
と
い
わ
れ
る③
︒
そ
し
て
元
代
に
な
れ
ば
朱
子
学
の
勝
利
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
︒
南
宋
末
か
ら
元
代
に
生
き

た
劉
壎
︵
一
二
四
〇

一
三
一
九
︶
は
﹁
象
山
語
類
﹂
に
寄
せ
て
次
の
よ
う
に
い
う
︒

象
山
先
生
の
﹃
陸
文
安
公
語
録
﹄
一
冊
︑
﹃
遺
訓
﹄
二
冊
は
︑
門
弟
子
が
各
々
編
纂
し
た
も
の
な
の
で
︑
言
葉
の
多
く
が
重
複
し
て
い
た
︒
そ
こ
で
﹃
晦
翁

語
録
﹄
に
倣
っ
て
︵
象
山
の
語
録
を
︶
テ
ー
マ
ご
と
に
分
け
て
抜
き
書
き
し
︑
重
複
し
た
も
の
は
削
除
し
て
︑
よ
う
や
く
見
る
べ
き
も
の
と
な
っ
た
︒
壎

は
三
た
び
つ
つ
し
み
嘆
い
て
言
っ
た
︑
陸
先
生
は
真
天
人
で
あ
る
︒
ほ
ん
の
少
な
い
言
葉
で
つ
ま
ら
な
い
固
陋
な
見
識
を
打
ち
破
り
︑
そ
の
英
悟
に
し
て

傑
出
し
た
さ
ま
は
孟
子
に
並
び
立
つ
に
十
分
で
あ
る
︒
し
か
し
そ
の
学
問
が
朱
学
の
盛
行
に
及
ば
な
い
の
は
︑
思
う
に
先
生
は
長
寿
で
は
な
か
っ
た
が
︑

朱
文
公
は
長
生
き
し
︑
先
生
は
簡
易
を
心
が
け
て
書
物
を
著
さ
れ
な
か
っ
た
が
︑
朱
文
公
は
著
述
が
多
く
︑
先
生
の
門
人
た
ち
は
官
僚
と
し
て
栄
達
し
な

か
っ
た
が
︑
朱
子
学
団
に
は
高
官
に
達
し
︑
そ
の
教
え
を
広
め
る
手
助
け
を
し
た
も
の
が
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
︒
︵
劉
壎
﹃
水
雲
村
稿
﹄
巻
七
﹁
象
山
語

類
題
辞
﹂
︶

確
か
に
朱
子
︵
一
一
三
〇

一
二
〇
〇
︶
に
比
べ
︑
陸
象
山
︵
一
一
三
九

一
一
九
三
︶
の
方
が
短
命
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
︑
朱
陸
論
争
を

考
え
る
際
︑
案
外
重
要
で
あ
ろ
う
︒
と
い
う
の
も
︑
例
え
ば
陸
学
門
下
の
包
揚
︵
字
は
顕
道
︶
は
︑
象
山
の
死
後
︑
そ
の
門
下
生
一
四
名
を
率

い
て
朱
子
の
精
舎
を
訪
れ
弟
子
の
礼
を
執
り
︑
講
学
に
参
加
し
て
い
る④
︒
包
揚
は
朱
子
と
の
問
答
を
四
巻
に
ま
と
め
る
な
ど
︑
朱
子
説
の
伝
承

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
︑
兄
弟
の
包
約
・
遜
と
も
に
﹃
宋
元
学
案
﹄
で
は
象
山
門
人
を
集
め
た
﹁
槐
堂
諸
儒
学
案
﹂
に
伝
が
あ
る
の

に
加
え
︑
﹁
晦
翁
学
案
下
﹂
で
は
﹁
晦
翁
門
人
﹂
と
さ
れ
て
い
る⑤
︒
ま
た
︑
趙
師
雍
︵
字
は
然
道
︶
も
同
様
に
朱
陸
両
方
に
師
事
し
つ
つ
も
︑
象

山
亡
き
後
︑
朱
子
と
の
結
び
つ
き
を
強
く
し
た
た
め
︑
朱
子
の
弟
子
の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ
て
い
る⑥
︒
他
に
も
彭
興
宗
︵
字
は
世
昌
︶
と
い
う
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象
山
書
院
を
管
理
し
て
い
た
象
山
の
弟
子
は
︑
象
山
が
存
命
中
書
院
に
書
物
を
所
蔵
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
︑
象
山
の
死
後
︑
書
物
を
求

め
て
朱
子
の
も
と
を
訪
れ
た
と
い
う⑦
︒
彭
興
宗
は
朱
子
門
人
で
は
な
い
が
︑
象
山
の
死
後
︑
朱
子
を
た
よ
る
陸
学
門
徒
の
様
子
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
︒
南
宋
の
学
術
界
が
な
ぜ
朱
子
学
に
収
斂
し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
と
き
︑
学
者
の
卒
年
を
比
較
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る⑧
︒

さ
て
︑
本
論
が
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
が
︑
劉
壎
が
著
作
量
の
差
を
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
例
え
ば
︑
そ
の
差
は
﹃
朱
子
全
書
﹄

︵
全
二
七
冊
︑
上
海
古
籍
出
版
社
︑
安
ê
教
育
出
版
社
︑
二
〇
〇
二
︶
と
﹃
陸
九
淵
集
﹄
︵
一
冊
︑
中
華
書
局
︑
一
九
八
〇
︶
を
比
べ
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ

る
︒
﹃
象
山
語
類
﹄
は
﹃
晦
翁
語
類
﹄
に
倣
っ
て
﹃
陸
文
安
公
語
録
﹄
と
﹃
遺
訓
﹄
を
テ
ー
マ
ご
と
に
分
類
し
直
し
︑
抜
き
書
き
し
た
も
の

︵
﹁
分
門
鈔
纂
﹂
︶
で
あ
る
が
︑
﹁
語
録
一
冊
︑
遺
訓
二
冊
﹂
と
い
う
の
は
︑
黎
靖
徳
編
﹃
朱
子
語
類
﹄
が
一
四
〇
巻
で
あ
る
の
に
対
し
て
や
は
り

さ
み
し
い
数
字
で
あ
る
︒
﹃
直
斎
書
録
解
題
﹄
で
は
︑
朱
子
の
﹁
語
録
﹂
﹁
語
類
﹂
と
し
て
黄
士
毅
編
﹃
晦
庵
書
説
﹄
七
巻
︑
潘
墀
編
﹃
晦
庵
語

類
﹄
二
七
巻
︑
李
道
伝
編
﹃
晦
庵
語
録
﹄
四
六
巻
︑
李
性
伝
編
﹃
晦
庵
続
録
﹄
四
六
巻
︑
包
揚
編
﹃
文
説
﹄
一
巻
を
載
せ
︑
﹃
読
書
附
志
﹄
﹁
語

録
類
﹂
で
は
︑
﹃
晦
庵
先
生
語
録
﹄
四
三
巻
︑
﹃
晦
庵
先
生
語
続
録
﹄
四
六
巻
︑
楊
与
立
編
﹃
朱
子
語
略
﹄
二
〇
巻
︑
呉
必
大
編
﹃
師
誨
﹄
三
巻

﹃
附
録
﹄
一
巻
︑
蔡
模
編
﹃
続
近
思
録
﹄
一
四
巻
を
挙
げ
る
が
︑
両
書
目
と
も
陸
象
山
の
語
録
は
載
せ
な
い⑨
︒

い
う
ま
で
も
な
く
︑
こ
の
著
作
や
語
録
類
の
量
の
差
は
︑
両
者
の
著
作
や
読
書
に
対
す
る
考
え
方
の
相
違
を
反
映
し
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑

﹁
窮
理
﹂
や
﹁
格
物
致
知
﹂
の
工
夫
に
よ
る
客
観
的
知
識
の
獲
得
を
重
視
す
る
朱
子
は
﹁
道
問
学
﹂
︵
問
学
に
道
る
︶
を
︑
﹁
心
﹂
の
確
立
を
第

一
と
す
る
陸
象
山
は
﹁
尊
徳
性
﹂
︵
徳
性
を
尊
ぶ
︶
を
宗
と
し
︑
読
書
に
よ
る
経
書
理
解
を
求
め
る
朱
子
は
︑
経
書
に
対
す
る
注
釈
に
熱
心
で
あ

り
︑
著
述
も
多
い
が
︑
か
た
や
読
書
に
よ
る
知
識
の
獲
得
に
重
き
を
置
か
な
い
陸
象
山
に
と
っ
て
事
細
か
な
概
念
説
明
や
著
述
そ
の
も
の
は
︑

正
し
い
学
問
の
あ
り
方
か
ら
離
れ
た
行
為
で
あ
る
た
め
︑
著
述
に
は
積
極
的
で
は
な
い
︑
と
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
︒

朱
子
に
著
作
が
多
く
︑
在
世
中
か
ら
自
著
の
印
刷
出
版
に
熱
心
で
あ
っ
た
理
由
と
し
て
︑
彼
が
宋
代
中
国
で
有
数
の
出
版
業
が
盛
ん
な
福
建
︑

と
く
に
建
陽
と
い
う
多
く
の
出
版
業
者
を
出
し
た
地
域
で
学
術
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
久
し
い⑩
︒
朱
子
は
意
図
的
に
自
ら
印

刷
物
と
い
う
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
︑
自
説
の
拡
大
と
普
及
に
熱
心
で
あ
っ
た
︒
小
島
毅
氏
に
よ
れ
ば
︑
﹁
印
刷
出
版
技
術
を
活
用
し
て
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自
己
の
教
説
を
広
め
る
戦
略
を
自
覚
的
に
採
っ
て
い
た
点
で
︑
朱
熹
に
は
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
へ
の
確
か
な
見
通
し
が
あ
っ
た
﹂
の
で
あ
り
︑

﹁
朱
陸
の
抗
争
は
︑
情
報
戦
略
に
お
い
て
前
者
の
圧
勝
で
あ
っ
た
﹂
と
い
う⑪
︒

確
か
に
︑
朱
子
の
学
問
論
は
︑
宋
代
社
会
に
広
が
る
出
版
印
刷
文
化
に
適
合
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
が
︑
で
は
陸
象
山
の
学
問
が
朱
子

学
の
盛
行
に
及
ば
な
か
っ
た
の
は
︑
そ
の
学
説
が
こ
の
時
代
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
︒

例
え
ば
︑
﹁
尽
心
﹂
と
は
ど
の
よ
う
に
す
る
こ
と
か
︑
﹁
性
﹂
・
﹁
才
﹂
・
﹁
心
﹂
・
﹁
情
﹂
は
ど
の
よ
う
に
弁
別
す
べ
き
か
を
質
問
し
た
弟
子
の
李

伯
敏
に
陸
象
山
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
︒

吾
友
の
こ
の
言
葉
な
ど
も
︑
や
は
り
枝
葉
末
節
な
こ
と
で
あ
る
︒
そ
う
は
言
っ
て
も
︑
こ
れ
は
吾
友
だ
け
の
間
違
い
で
は
な
く
︑
世
を
挙
げ
て
の
弊
害
で

あ
る
︒
今
の
学
ぶ
者
の
読
書
は
た
だ
文
字
を
解
釈
し
て
い
る
だ
け
で
︑
血
脈
を
全
く
求
め
よ
う
と
し
て
い
な
い
︒
た
と
え
ば
情
・
性
・
心
・
才
と
い
う
の

は
︑
す
べ
て
同
じ
物
事
で
︑
言
葉
が
た
ま
た
ま
違
う
だ
け
で
あ
る
︒
︵
﹃
陸
九
淵
集
﹄
巻
三
五
﹁
語
録
下
﹂
︶

ま
ず
象
山
は
質
問
者
の
李
伯
敏
に
対
し
て
︑
こ
の
よ
う
な
質
問
を
し
た
こ
と
自
体
を
批
判
す
る
︒
こ
こ
に
彼
の
﹁
言
語
・
文
字
を
媒
介
と
す
る

主
知
的
な
理
解
を
最
優
先
さ
せ
る
︿
言
説
﹀
中
心
主
義
の
立
場⑫
﹂
を
嫌
う
姿
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
︑
そ
れ
を
理
解
す
る

こ
と
に
苦
心
す
る
弟
子
の
姿
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
︒
し
か
し
︑
や
は
り
質
問
者
側
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
︑
こ
の
よ
う
な
道
学
特
有
の
概

念
を
師
に
問
う
こ
と
は
︑
何
ら
問
題
で
は
な
い
の
で
は
な
い
の
か
︒
む
し
ろ
︑
そ
れ
こ
そ
が
道
学
集
団
に
属
す
こ
と
で
は
な
い
の
か
︑
と
い
う

疑
問
も
生
じ
よ
う
︒
前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
︑
朱
子
な
ら
文
字
言
語
上
だ
け
の
学
問
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
の
条
件
を
付
け
な
が
ら
も
︑
懇
切

丁
寧
に
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
に
つ
い
て
説
明
す
る
だ
ろ
う
︒
陸
象
山
が
﹁
世
を
挙
げ
て
の
弊
害
﹂
や
﹁
今
の
学
ぶ
者
﹂
と
い
う
こ
と
か
ら
も
︑
む

し
ろ
こ
の
よ
う
な
質
問
を
す
る
方
が
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
︒
そ
の
た
め
︑
李
伯
敏
も
彼
な
り
に
こ
の
返
答
に
は
満
足
で
き
ず
︑

﹁
で
は
こ
れ
ら
は
名
称
が
異
な
る
だ
け
な
の
か
﹂
と
更
に
質
問
す
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
陸
象
山
が
い
う
︒

南宋における四書疏釈書の登場とその要因（田中）
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︵
言
葉
で
︶
説
明
す
る
に
は
及
ば
な
い
︒
︵
言
葉
で
︶
説
明
す
る
の
は
良
く
な
い
︒
⁝
⁝
も
し
ど
う
し
て
も
︵
言
葉
で
︶
説
明
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
︑
天
に

在
る
も
の
が
性
で
︑
人
に
在
る
も
の
が
心
で
あ
る
︒
こ
れ
は
吾
友
の
質
問
に
答
え
て
言
っ
た
の
で
あ
っ
て
︑
本
当
は
こ
の
よ
う
に
説
明
し
て
は
い
け
な
い
︒

︵
﹃
陸
九
淵
集
﹄
巻
三
五
﹁
語
録
下
﹂
︶

李
伯
敏
が
求
め
て
い
た
答
え
は
︑
﹁
天
に
在
る
も
の
が
性
で
︑
人
に
在
る
も
の
が
心
で
あ
る
﹂
と
い
う
師
の
説
明
だ
っ
た
だ
ろ
う
︒
だ
が
︑
陸

象
山
か
ら
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
文
字
の
解
説
︵
﹁
解
字
﹂
︶
は
︑
学
問
上
の
枝
葉
末
節
で
あ
り
︑
む
だ
話
︵
﹁
閑
言
語
﹂
﹁
閑
議
論
﹂
︶
な
の
で
︑
必
要

に
駆
ら
れ
て
︵
﹁
若
必
欲
説
時
﹂
︶
︑
そ
う
答
え
た
に
す
ぎ
な
い
︒

し
か
し
︑
だ
か
ら
と
い
っ
て
象
山
自
身
が
読
書
や
講
学
︑
文
字
言
語
概
念
の
分
析
的
説
明
を
全
く
し
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
︒

︵
﹁
今
時
の
学
ぶ
者
の
読
書
は
︑
た
だ
文
字
を
解
釈
す
る
だ
け
で
︑
血
脈
を
全
く
求
め
よ
う
と
し
な
い
﹂
と
い
う
象
山
の
言
葉
に
つ
い
て
︶
私
が
思
う
に
︑

天
下
で
読
書
を
し
て
血
脈
を
求
め
な
い
人
が
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
な
い
し
︑
象
山
も
読
書
し
て
︑
い
ま
だ
か
つ
て
文
字
を
解
釈
し
な
か
っ
た
こ
と
も
な

い
で
は
な
い
か
︒
︵
象
山
は
︶
﹁
経
書
を
読
む
の
に
は
︑
必
ず
注
疏
及
び
先
儒
の
解
釈
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
も
言
っ
て
い
る
が
︑
こ
の
言
葉
は

ど
う
し
た
こ
と
か
︒
⁝
⁝
象
山
の
学
で
は
﹁
こ
の
心
は
お
の
ず
か
ら
霊
な
る
も
の
で
︑
こ
の
理
は
自
ず
か
ら
明
ら
か
で
︑
外
に
求
め
て
む
な
し
く
議
論
を

為
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と
い
っ
て
い
る
が
︑
し
か
し
︵
象
山
も
︶
い
ま
だ
か
つ
て
読
書
を
せ
ず
︑
講
義
授
業
を
せ
ず
︑
経
書
を
論
拠
に
分
析
す
る
と
い
う

こ
と
を
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
一
度
も
な
く
︑
す
べ
て
や
っ
て
い
る
こ
と
は
他
の
儒
家
一
般
と
同
じ
で
は
な
い
か
︒
︵
黄
震
﹃
黄
氏
日
抄
﹄
巻
四
二
﹁
読
諸

儒
書
十
﹂
︶

南
宋
の
黄
震
は
︑
こ
の
よ
う
に
陸
象
山
も
﹁
読
書
﹂
︑
﹁
講
授
﹂
︵
講
学
︶
︑
﹁
援
経
析
理
﹂
︵
経
書
を
論
拠
に
分
析
す
る
︶
を
し
て
い
る
で
は
な
い
か

と
批
判
的
に
指
摘
す
る
︒
彼
は
朱
子
学
陣
営
に
属
す
た
め
︑
そ
の
批
判
的
な
口
振
り
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
が
︑
確
か
に
象
山
も
読
書
・
講
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学
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
︒
む
し
ろ
象
山
は
読
書
・
講
学
を
全
く
し
な
い
と
言
い
切
る
方
が
難
し
い
︒
で
は
︑
象
山
が
あ
れ
ほ
ど
嫌
悪
し
た

﹁
援
経
析
理
﹂
は
ど
う
か
︒

例
え
ば
朱
陸
の
間
で
論
戦
と
な
っ
た
有
名
な
﹁
無
極
太
極
論
争
﹂
が
あ
る
︒
こ
れ
は
朱
子
の
重
ん
じ
た
周
敦
頤
﹃
太
極
図
説
﹄
の
冒
頭
部
分

﹁
無
極
而
太
極
﹂
の
解
釈
を
め
ぐ
る
朱
子
と
陸
象
山
・
梭
山
︵
名
は
九
韶
︑
字
は
子
美
︶
兄
弟
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
論
争
で
あ
る
︒
す
で
に
よ

く
知
ら
れ
た
論
争
で
あ
る
た
め
︑
行
論
上
必
要
な
陸
象
山
の
主
張
に
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
論
じ
る
︒
こ
と
の
発
端
は
︑
朱
子
が
﹁
無
極
而
太

極
﹂
と
い
う
五
文
字
を
継
承
し
︑
そ
の
存
在
論
の
根
本
に
据
え
る
の
に
対
し
︑
ま
ず
兄
の
陸
梭
山
が
﹃
太
極
図
説
﹄
は
も
う
一
つ
の
周
敦
頤
の

著
作
で
あ
る
﹃
通
書
﹄
と
内
容
が
似
て
い
な
い
こ
と
か
ら
︑
周
敦
頤
の
著
作
で
は
な
く
︑
た
と
え
そ
う
だ
と
し
て
も
未
定
の
書
で
あ
ろ
う
︑
も

し
く
は
他
人
の
文
を
誤
っ
て
伝
え
た
の
だ
ろ
う
と
︑
﹃
太
極
図
説
﹄
そ
の
も
の
を
信
頼
の
置
け
な
い
書
物
だ
と
指
摘
し
た
こ
と
に
始
ま
る
︒
当

初
︑
そ
の
論
難
は
朱
子
と
陸
梭
山
と
の
間
で
の
書
簡
の
往
復
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
が
︑
淳
熙
一
五
年
︵
一
一
八
八
︶
か
ら
梭
山
の
意
を
汲

ん
だ
陸
象
山
が
朱
子
に
書
簡
を
送
り
︑
こ
の
論
争
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
梭
山
は
す
で
に
﹃
通
書
﹄
に
は
﹁
五
行
︑
陰
陽
︑
太
極
﹂
へ

の
言
及
は
あ
る
も
の
の
︑
﹁
無
極
﹂
と
い
う
言
葉
が
見
当
た
ら
な
い
と
の
梭
山
の
指
摘
に
加
え
︑
象
山
は
次
の
よ
う
な
証
拠
を
挙
げ
て
い
る
︒

︹
朱
子
の
﹁
無
極
を
言
は
ざ
れ
ば
︑
則
ち
太
極
︑
一
物
に
同
じ
く
し
て
︑
万
化
の
根
本
と
な
る
に
足
ら
ず
︒
太
極
を
言
わ
ざ
れ
ば
︑
則
ち
無
極
︑
空
寂
に

淪
み
て
︑
万
化
の
根
本
と
な
る
能
わ
ず
﹂
に
対
す
る
反
論
︺

〇
﹃
易
﹄
の
﹁
大
伝
﹂
に
﹁
易
に
太
極
有
り
﹂
と
あ
る
︒
聖
人
が
﹁
有
り
﹂
と
言
っ
て
い
る
の
に
︑
今
﹁
無
し
﹂
と
い
う
の
は
な
ぜ
か
︒
﹁
大
伝
﹂
を
作
る

時
に
は
﹁
無
極
﹂
を
言
わ
な
か
っ
た
︒
﹁
太
極
﹂
が
ど
う
し
て
一
物
に
同
じ
で
︑
万
化
の
根
本
と
な
る
に
足
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
︒

〇
﹃
書
﹄
の
﹁
洪
範
九
疇
﹂
の
第
五
に
﹁
建
つ
る
に
皇
極
を
用
う
﹂
と
あ
る
が
︑
こ
こ
で
も
﹁
無
極
﹂
の
語
が
な
い
︒

︹
朱
子
の
﹁
無
極
は
即
ち
こ
れ
形
な
し
︒
太
極
は
即
ち
こ
れ
理
あ
り
︒
周
先
生
︑
学
者
太
極
を
錯
認
し
て
︑
別
に
一
物
と
な
さ
ん
こ
と
を
恐
る
︒
故
に
無

極
の
二
字
を
着
け
て
︑
以
て
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
﹂
に
対
す
る
反
論
︺
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〇
﹃
易
﹄
の
﹁
大
伝
﹂
に
﹁
形
而
上
な
る
者
︑
こ
れ
を
道
と
謂
う
﹂
と
あ
り
︑
ま
た
﹁
一
陰
一
陽
︑
こ
れ
を
道
と
謂
う
﹂
と
あ
る
︒
﹁
一
陰
一
陽
﹂
は
す
で

に
こ
れ
だ
け
で
﹁
形
而
上
﹂
な
る
も
の
で
あ
り
︑
﹁
太
極
﹂
に
つ
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
い
︒
文
義
を
理
解
し
て
い
る
者
な
ら
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
は

ず
だ
︒
﹁
大
伝
﹂
が
著
さ
れ
て
か
ら
今
に
至
る
ま
で
何
年
経
っ
て
い
る
と
い
う
の
だ
︒
こ
れ
ま
で
﹁
太
極
﹂
を
そ
こ
に
存
在
す
る
﹁
あ
る
物
﹂
の
こ
と
だ

と
誤
認
し
た
人
が
い
た
な
ん
て
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
︒

〇
﹁
極
﹂
と
は
﹁
中
﹂
の
こ
と
で
あ
る
︒
﹁
無
極
﹂
と
い
う
の
は
︑
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
﹁
無
中
﹂
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒
も
し
学
ぶ
者
が
形
に
拘
泥

し
な
い
か
と
懼
れ
て
解
釈
を
付
け
加
え
る
な
ら
︑
﹃
詩
﹄
﹁
大
雅
﹂
が
﹁
上
天
の
載
﹂
の
下
に
﹁
無
声
無
臭
﹂
と
い
う
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
︒
ど
う
し
て

﹁
無
極
﹂
の
字
を
﹁
太
極
﹂
の
上
に
追
加
し
て
よ
い
も
の
か
︒

〇
朱
震
︵
謝
上
蔡
の
弟
子
︶
が
﹁
周
濂
渓
は
︑
﹃
太
極
図
﹄
を
穆
伯
長
か
ら
受
け
︑
伯
長
の
伝
は
陳
希
夷
か
ら
出
て
い
る
﹂
と
い
う
が
︑
き
っ
と
考
え
あ
っ

て
の
こ
と
だ
ろ
う
︒
陳
希
夷
の
学
は
︑
老
子
の
学
で
あ
る
︒
﹁
無
極
﹂
の
二
字
は
﹃
老
子
﹄
の
﹁
知
其
雄
﹂
章
に
出
典
が
あ
る
︒
吾
が
聖
人
の
書
物
に
あ

る
の
で
は
な
い
︒
﹃
老
子
﹄
の
首
章
に
﹁
無
名
は
天
地
の
始
め
︑
有
名
は
万
物
の
母
﹂
と
あ
り
︑
⁝
⁝
﹁
無
極
に
し
て
太
極
﹂
と
は
︑
す
な
わ
ち
こ
の
旨

で
あ
る
︒

〇
﹃
太
極
図
説
﹄
で
は
﹁
無
極
﹂
の
二
字
を
冒
頭
に
冠
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑
﹃
通
書
﹄
で
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
全
く
﹁
無
極
﹂
の
字
に
は
言
及
し
て
い

な
い
︒

〇
二
程
の
言
論
や
文
章
は
非
常
に
多
い
︒
し
か
し
︑
こ
れ
ま
た
全
く
﹁
無
極
﹂
の
文
字
に
は
言
及
し
て
い
な
い
︒
た
と
え
当
初
は
こ
の
図
が
あ
っ
た
と
し

て
も
︑
そ
の
後
︑
全
く
﹁
無
極
﹂
の
字
に
言
及
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
︑
そ
の
︵
﹃
太
極
図
﹄
︶
の
道
理
を
進
展
さ
せ
て
是
と
は
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
す
べ
き
で
あ
る
︒

こ
れ
は
︑
陸
氏
兄
弟
が
﹁
太
極
﹂
の
上
に
﹁
無
極
﹂
を
付
け
加
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
証
拠
立
て
て
論
証
し
た
一
部
で
あ
る⑬
︒
象
山

に
は
朱
子
の
空
言
に
反
論
︑
訂
正
す
る
こ
と
の
で
き
る
﹁
証
拠
﹂
が
あ
る
の
だ
と
い
う
︵
﹁
或
稍
用
尊
兄
泛
辞
︑
以
相
縄
糾
者
︑
亦
差
有
証
拠
﹂
︶
が
︑
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﹁
証
拠
﹂
と
は
経
典
の
﹁
古
書
﹂
で
あ
る
︒
﹁
古
書
﹂
に
よ
れ
ば
﹁
無
極
﹂
の
説
に
信
憑
性
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒
そ
れ
に
も
関
わ

ら
ず
朱
子
は
﹁
古
書
﹂
を
信
用
せ
ず
︑
新
し
い
時
代
に
書
か
れ
た
﹃
太
極
図
説
﹄
ば
か
り
信
じ
て
﹁
極
を
以
て
形
と
な
し
て
し
か
も
中
と
な
す

を
得
ず
﹂
と
か
︑
﹁
一
陰
一
陽
を
以
て
器
と
な
し
て
︑
し
か
も
道
と
な
す
を
得
ず
﹂
と
い
う
が
︑
こ
れ
は
自
分
の
心
の
み
を
信
じ
た
憶
測
に
過

ぎ
な
い
と
象
山
は
い
う
︒
さ
ら
に
︑
象
山
は
︑

字
義
に
は
も
と
よ
り
一
字
で
い
く
つ
か
の
意
味
を
持
つ
も
の
が
あ
る
︒
字
を
用
い
る
時
に
も
︑
一
つ
の
意
味
の
字
も
あ
れ
ば
︑
い
く
つ
か
の
意
味
を
兼
ね

て
持
つ
字
も
あ
る
︒
さ
ら
に
文
字
の
意
味
に
は
︑
虚
実
が
あ
る
︒
虚
字
は
た
だ
そ
の
文
字
の
意
味
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
実
字
は
そ
の
文
字
が
指

し
て
い
る
実
体
に
つ
い
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
そ
の
指
し
て
い
る
実
体
を
論
じ
る
な
ら
︑
字
義
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
︒
⁝
⁝
太
極
や
皇
極
と

い
う
の
は
︑
す
な
わ
ち
実
字
で
あ
る
︒
指
し
て
い
る
実
体
が
ど
う
し
て
︵
別
々
に
︶
二
つ
あ
る
だ
ろ
う
か
︒
︵
陸
象
山
﹁
与
朱
元
晦
﹂
第
二
書
︶

と
︑
﹁
字
義
﹂
と
は
何
か
︑
つ
ま
り
一
字
一
字
の
文
字
の
意
味
は
如
何
に
捉
え
る
べ
き
か
と
い
う
レ
ベ
ル
か
ら
条
理
立
て
て
論
じ
る
︒
言
語
文

字
の
意
味
を
分
析
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
︑
朱
子
こ
そ
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
か
︒
陸
象
山
か
ら
す
れ
ば
︑
朱
子
の
得
意
と
す
る

﹁
一
句
一
句
を
論
じ
︑
一
字
一
字
を
議
論
す
る
﹂
︑
﹁
訓
詁
文
義
に
精
通
す
る
﹂
方
法
を
用
い
て
︑
逆
に
朱
子
を
論
破
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と

の
思
い
が
あ
っ
た
︒
﹁
心
を
落
ち
着
け
て
観
る
﹂
こ
と
を
陸
氏
兄
弟
に
求
め
る
朱
子
に
対
し
︑
陸
象
山
は
そ
の
よ
う
な
決
し
て
意
見
の
一
致
に

結
び
つ
か
な
い
主
観
的
な
方
法
で
は
な
く
︑
﹁
事
に
拠
り
て
理
を
論
じ
る
﹂
明
白
か
つ
客
観
的
な
方
法
で
結
論
を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
と
い
う

︵
﹁
与
朱
元
晦
﹂
第
一
書
︶
︒
こ
こ
に
我
々
は
︑
陸
象
山
の
﹁
援
経
析
理
﹂
の
態
度
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
︒

加
え
て
注
目
し
た
い
の
が
︑
こ
の
論
争
が
互
い
に
相
手
を
論
破
す
る
だ
け
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
︒
両
者
と
も
︑

自
説
の
支
持
者
を
広
め
る
べ
く
︑
メ
デ
ィ
ア
を
積
極
的
に
活
用
し
た
︒
そ
も
そ
も
朱
子
が
﹃
太
極
図
説
解
﹄
を
完
成
さ
せ
た
の
は
︑
乾
道
九
年

︵
一
一
七
三
︶
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
朱
子
は
こ
の
時
﹃
通
書
解
﹄
を
同
時
に
完
成
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
︑
両
書
と
も
に
あ
ま
り
公
開
せ
ず
︑
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張
栻
な
ど
数
人
の
友
人
に
見
せ
る
に
と
ど
め
て
い
た
︒
そ
の
後
︑
﹃
太
極
図
説
﹄
の
諸
本
を
手
に
入
れ
て
校
訂
を
続
け
︑
淳
熙
六
年
︵
一
一
七

九
︶
に
な
っ
て
よ
う
や
く
任
地
の
南
康
軍
で
印
刷
し
︑
公
開
し
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
公
開
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
︑
こ
の
書
に
対
す
る
批
判
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
︒
そ
し
て
淳
熙
一
五
年
︵
一
一
八
八
︶
正
月
一
四
日
︑
陸
象
山
が
朱
子
宛
て
に
書
い
た
書
簡
﹁
与
朱
元
晦
書
一
﹂
が
届
け
ら

れ
た
こ
と
で
︑
﹁
無
極
太
極
論
争
﹂
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る⑭
︒

当
初
私
は
﹃
太
極
﹄
﹃
西
銘
﹄
の
注
釈
を
作
っ
て
か
ら
︑
こ
れ
ま
で
敢
え
て
公
開
し
て
人
に
示
そ
う
と
は
し
て
こ
な
か
っ
た
︒
近
頃
儒
者
た
ち
が
両
書
の
欠

点
を
た
く
さ
ん
あ
げ
つ
ら
っ
て
︑
あ
る
い
は
全
く
そ
の
文
章
の
意
味
に
通
じ
て
い
な
い
の
に
︑
妄
り
に
け
な
し
て
く
る
こ
と
に
︑
私
は
心
を
痛
め
て
い
た
︒

そ
こ
で
こ
の
注
釈
を
世
間
に
出
し
て
学
徒
に
示
し
︑
そ
の
伝
を
広
め
さ
せ
る
こ
と
で
︑
願
わ
く
ば
︑
読
者
が
文
字
か
ら
意
味
を
把
握
す
る
よ
う
に
な
り
︑

軽
々
し
く
議
論
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
︒
︵
﹃
朱
文
公
文
集
﹄
巻
八
二
﹁
題
太
極
西
銘
解
後
﹂
︶

こ
の
跋
文
が
書
か
れ
た
の
は
︑
陸
象
山
か
ら
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
翌
二
月
の
こ
と
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
朱
子
は
陸
氏
兄
弟
等
が
﹁
両
書
の

失
﹂
を
あ
げ
つ
ら
い
︑
そ
の
﹁
文
意
﹂
も
分
か
ら
ず
に
妄
り
に
け
な
す
︵
﹁
詆
訶
﹂
︶
こ
と
に
心
を
痛
め
︑
該
書
を
印
刷
し
︑
広
く
普
及
さ
せ
よ

う
と
こ
の
一
文
を
書
い
た
の
で
あ
る⑮
︒
こ
こ
に
︑
論
争
に
際
し
て
相
手
を
論
破
す
る
だ
け
で
な
く
︑
自
説
を
広
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
説
の
正

し
さ
を
知
ら
し
め
よ
う
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
戦
略
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
と
こ
ろ
が
朱
子
に
よ
れ
ば
︑
陸
象
山
こ
そ
自
説
の
拡
大
に
余
念
の
無

い
人
物
に
思
わ
れ
た
︒

陸
子
静
の
手
紙
が
と
ど
き
ま
し
た
が
︑
全
く
道
理
に
か
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
︒
彼
は
い
つ
も
本
心
を
か
く
し
て
︑
あ
え
て
公
開
し
て
人
に
示
そ
う
と
し
な

い
の
で
す
が
︑
彼
が
こ
ん
な
に
正
体
を
暴
露
す
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
︒
⁝
⁝
彼
が
あ
な
た
に
与
え
た
手
紙
は
︑
彼
か
ら
も
写
し
を
送
っ
て
き
ま
し

た
︒
お
そ
ら
く
大
変
得
意
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
︒
お
お
む
ね
彼
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
を
書
く
と
︑
た
い
て
い
す
ぐ
に
そ
れ
を
四
方
に
ば
ら
ま
き
︑
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人
が
知
っ
て
く
れ
な
い
こ
と
を
た
だ
ひ
た
す
ら
恐
れ
て
い
ま
す
︒
こ
れ
が
彼
の
い
つ
も
の
や
り
口
で
す
か
ら
︑
今
度
の
こ
と
も
別
段
怪
し
む
に
は
足
り
ま

せ
ん
︒
︵
﹃
朱
子
文
集
﹄
巻
五
五
﹁
答
邵
叔
義
﹂
第
四
書
︶

一
般
的
に
陸
象
山
と
い
え
ば
︑
文
字
言
語
の
理
解
に
拘
泥
す
る
こ
と
や
︑
言
葉
の
上
だ
け
の
議
論
に
批
判
的
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
︑
こ

こ
に
見
る
よ
う
に
︑
時
に
文
義
に
こ
だ
わ
り
︑
条
理
立
て
て
︑
論
理
的
分
析
的
な
文
章
を
書
く
こ
と
に
︑
象
山
自
身
き
わ
め
て
得
意
げ
で
あ
っ

た
︵
﹁
吾
文
条
析
甚
明
﹂
︶
と
い
う
一
面
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い⑯
︒
﹁
条
析
﹂
明
ら
か
な
文
章
を
書
く
こ
と
と
︑
自
説
を
広
め
る
こ
と
は
密
接
不

可
分
で
あ
る
︒
逆
に
言
え
ば
︑
誤
解
な
く
自
説
を
知
っ
て
も
ら
い
︑
広
め
る
た
め
に
は
︑
条
理
立
て
て
︑
分
析
的
に
説
明
し
な
け
れ
ば
説
得
力

が
な
い
︒
象
山
も
朱
子
同
様
に
﹁
人
に
知
っ
て
も
ら
う
﹂
た
め
に
︑
﹁
条
析
甚
だ
明
ら
か
﹂
な
文
章
を
書
い
た
の
で
あ
る
︒

紹
熙
三
年
︵
一
一
九
三
︶
︑
陸
象
山
が
五
四
歳
で
亡
く
な
る
と
︑
息
子
の
陸
持
之
︵
字
は
伯
微
︶
ら
後
学
の
手
に
よ
っ
て
文
集
や
語
録
が
整
理

編
纂
さ
れ
て
い
く
︒
﹃
宋
人
別
集
叙
録
﹄
に
よ
れ
ば
︑
南
宋
で
刊
行
さ
れ
た
﹃
陸
象
山
文
集
﹄
の
テ
キ
ス
ト
に
は
四
種
類
あ
る
︒
第
一
に
陸
持

之
が
象
山
の
﹁
遺
言
﹂
を
集
め
︑
開
禧
元
年
︵
一
二
〇
五
︶
に
楊
簡
序
を
付
し
刻
し
た
﹁
臨
汝
本
﹂
︑
第
二
に
欠
略
が
多
か
っ
た
臨
汝
本
を
陸
持

之
自
身
が
さ
ら
に
増
益
し
︑
嘉
定
五
年
︵
一
二
一
二
︶
に
袁
燮
序
を
付
し
刻
し
た
﹁
江
西
倉
司
本
﹂
︑
第
三
に
呉
杰
が
江
西
倉
司
本
に
﹁
行
状
﹂

と
﹁
謚
議
﹂
を
付
け
加
え
︑
嘉
定
一
三
年
︵
一
二
二
〇
︶
に
呉
杰
序
を
付
し
刻
し
た
﹁
建
安
陳
氏
坊
本
﹂
︑
第
四
に
紹
定
四
年
︵
一
二
三
一
︶
に

袁
燮
の
子
甫
が
倉
司
本
を
覆
刻
し
た
﹁
覆
刻
倉
司
本
﹂
で
あ
る⑰
︒

テ
キ
ス
ト
上
に
は
特
に
大
き
な
変
化
は
な
く
︑
収
集
し
そ
こ
ね
た
遺
文
を
加
え
て
増
補
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
図
や
︑
序
文
で
先
人
を
顕
彰

し
つ
つ
︑
そ
の
文
章
の
効
能
を
説
く
こ
と
な
ど
は
一
般
的
な
文
集
編
纂
の
態
度
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
︒
例
え
ば
︑
袁
燮
序
に
い
う
︒

あ
あ
︑
先
生
の
後
学
を
恵
む
こ
と
は
な
ん
と
広
い
こ
と
か
︒
先
生
の
言
葉
は
悉
く
心
︵
﹁
中
﹂
︶
か
ら
で
て
お
り
︑
上
は
君
主
の
心
を
豊
か
に
し
︑
下
は
同
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志
に
切
磋
琢
磨
さ
せ
︑
さ
ら
に
下
に
は
庶
民
を
開
化
す
る
︒
そ
の
他
の
様
々
な
著
述
に
至
っ
て
も
︑
す
べ
て
こ
の
心
で
あ
る
︒
儒
釈
の
分
か
れ
る
所
以
︑

義
利
の
分
か
れ
る
所
以
に
つ
い
て
︑
白
黒
を
分
か
つ
よ
う
に
︑
そ
の
分
析
は
極
め
て
精
密
で
あ
る
︒
俗
学
の
氾
濫
を
防
ぎ
︑
天
下
を
す
で
に
溺
れ
た
状
態

か
ら
救
う
︒
吾
が
道
の
統
盟
は
こ
こ
に
あ
る
で
は
な
い
か
︒
︵
袁
燮
﹃
絜
斎
集
﹄
卷
八
﹁
象
山
先
生
文
集
序
﹂
︶

こ
の
よ
う
な
師
の
言
葉
を
多
く
残
そ
う
と
す
る
意
識
は
︑
次
に
師
の
言
葉
を
解
説
し
︑
そ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
よ
り
は
っ
き
り
後

学
に
伝
え
よ
う
と
す
る
意
識
を
生
む
︒
例
え
ば
象
山
の
高
弟
の
ひ
と
り
傅
子
雲
︵
字
は
季
魯
︶
は
︑
陸
門
の
中
で
は
非
常
に
著
作
が
多
く
︑

﹃
易
﹄
﹃
詩
﹄
﹃
論
語
﹄
の
注
釈
︵
﹃
易
伝
﹄
︑
﹃
論
語
集
伝
﹄
︶
︑
そ
し
て
﹃
孟
子
指
義
﹄
︑
﹃
中
庸
大
学
解
﹄
︑
﹃
童
子
指
義
﹄
︑
﹃
河
図
洛
書
釈
義
﹄
︑

﹃
離
騷
経
解
﹄
︑
﹃
揲
蓍
説
﹄
が
あ
っ
た
と
い
う
︒
こ
れ
ら
の
書
は
早
く
に
失
わ
れ
て
し
ま
い
︑
そ
の
内
容
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
︑
陸
象
山

の
﹁
年
譜
﹂
に
よ
れ
ば
紹
熙
三
年
春
正
月
一
三
日
︑
陸
象
山
が
吏
民
を
集
め
て
﹁
洪
範
五
皇
極
﹂
一
章
の
講
義
を
行
っ
た
︒
象
山
は
さ
ら
に

﹁
河
図
・
洛
書
﹂
に
関
す
る
著
作
を
書
く
つ
も
り
だ
っ
た
が
︑
そ
れ
が
な
ら
な
か
っ
た
の
で
︑
傅
子
雲
が
﹃
釈
義
﹄
を
作
っ
て
象
山
の
意
図
を

明
ら
か
に
し
た
の
だ
と
い
う
︒
こ
れ
が
﹃
河
図
洛
書
釈
義
﹄
で
あ
ろ
う
︒
と
す
れ
ば
そ
の
他
の
著
作
の
多
く
も
師
説
を
敷
衍
す
る
た
め
に
書
か

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
黄
震
に
よ
れ
ば
︑
師
説
を
守
る
た
め
に
︑
傅
子
雲
は
著
作
に
積
極
的
で
あ
り
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
﹁
象
山
と
朱
子
の
説
を

区
別
﹂
す
る
こ
と
や
︑
﹁
数
万
言
﹂
を
用
い
て
仏
学
を
排
斥
す
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
り
︑
﹁
博
学
多
聞
で
︑
好
ん
で
議
論
を
し
た
﹂
と
い
う⑱
︒
多

く
の
言
葉
を
用
い
︑
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
で
師
説
を
守
ろ
う
と
し
た
点
︑
朱
子
学
徒
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
︒

陳
苑
︵
字
は
立
大
︑
一
二
五
六

一
三
三
〇
︶
は
象
山
の
第
四
世
代
の
弟
子
で
︑
す
で
に
振
る
わ
な
く
な
っ
た
陸
学
の
﹁
中
興
﹂
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
人
物
で
あ
る⑲
︒
朱
子
学
が
科
挙
に
用
い
ら
れ
︑
陸
学
を
あ
え
て
学
ぶ
者
も
い
な
く
な
っ
た
時
代
に
あ
っ
て
︑
彼
は
自
己
の
意
見
な
く
︑

世
俗
に
従
っ
て
生
き
る
こ
と
を
嫌
っ
た
︒
こ
う
し
た
精
神
は
陸
学
に
適
合
し
︑
陸
象
山
の
書
を
読
ん
だ
陳
苑
は
︑
そ
こ
に
自
己
の
﹁
知
﹂
と

﹁
行
﹂
を
高
め
て
く
れ
る
何
か
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
︒
お
そ
ら
く
﹁
残
編
断
簡
の
中
﹂
︵
﹃
宋
元
学
案
﹄
巻
九
三
﹁
静
明
宝
峰
学
案
﹂
︶
か
ら
彼
は

独
学
で
陸
学
を
学
ん
だ
︒
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
頼
る
べ
き
は
書
物
し
か
な
く
︑
彼
は
﹁
陸
象
山
の
書
お
よ
び
そ
の
門
人
の
楊
敬
仲
・
傅
子
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淵
・
袁
広
微
・
銭
子
是
・
陳
仲
和
・
周
可
象
が
著
し
た
﹃
易
﹄
﹃
書
﹄
﹃
詩
﹄
﹃
春
秋
﹄
﹃
礼
﹄
﹃
孝
経
﹄
﹃
論
語
﹄
な
ど
に
関
す
る
書
を
徹
底
的
に

探
し
求
め
﹂
︑
﹁
こ
れ
ら
の
書
を
読
む
こ
と
で
益
々
喜
び
︑
益
々
知
り
︑
益
々
行
っ
た
﹂
と
い
う
︒
こ
の
よ
う
に
︑
陳
苑
の
陸
学
理
解
は
読
書
量
︑

つ
ま
り
求
め
得
た
書
物
量
と
と
も
に
進
む
こ
と
と
な
る⑳
︒
傅
子
雲
は
多
く
の
言
葉
を
費
や
し
て
師
説
を
守
り
伝
え
よ
う
と
し
︑
陳
苑
は
可
能
な

限
り
の
陸
学
関
係
書
を
集
め
た
︒
こ
こ
に
は
陸
象
山
の
学
問
を
伝
え
る
た
め
に
︵
学
ぶ
た
め
に
︶
︑
た
く
さ
ん
残
し
た
い
︵
た
く
さ
ん
読
み
た
い
︶

と
い
う
量
へ
の
志
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
︒

し
か
し
︑
陸
学
の
徒
と
し
て
︑
こ
の
よ
う
な
量
へ
の
志
向
を
抱
く
こ
と
は
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
︒
確
か
に
師
の
生
き
生
き
と
し
た
言
葉
に
接

す
る
こ
と
で
︑
直
接
師
に
面
会
し
た
こ
と
の
な
い
後
学
に
も
︑
師
の
立
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
︒
だ
が
︑
師
の
言
葉
の
上
に

言
葉
を
重
ね
て
い
く
と
い
う
学
問
の
あ
り
方
は
︑
師
の
教
え
に
反
す
る
の
で
は
な
い
の
か
︒

嘉
熙
元
年
︵
一
二
三
七
︶
︑
﹃
象
山
語
録
﹄
を
最
初
に
上
梓
し
た
陳
塤
の
序
文
か
ら
︑
こ
の
よ
う
な
ジ
レ
ン
マ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
︒

陳
塤
︵
字
は
和
仲
︑
一
一
九
七

一
二
四
一㉑

︶
は
︑
楊
簡
の
弟
子
で
︑
陸
象
山
に
直
接
師
事
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
陸
学
へ
の
思
い
は
人
一

倍
強
く
︑
語
録
の
出
版
を
進
め
た
︒

あ
る
人
が
塤
に
言
う
に
は
︑
近
頃
の
儒
者
は
事
細
か
に
論
じ
︑
そ
の
門
徒
た
ち
が
競
っ
て
そ
の
記
録
を
公
に
し
て
い
る
上
に
︑
さ
ら
に
そ
の
後
学
の
者
も

︵
師
の
言
葉
を
︶
拾
い
集
め
て
写
し
伝
え
︑
す
で
に
汗
牛
充
棟
の
状
態
で
あ
る
の
に
︑
未
だ
に
そ
れ
に
厭
き
て
止
め
よ
う
と
し
な
い
︒
な
の
に
あ
な
た
が

手
に
入
れ
た
も
の
︵
陸
象
山
の
言
葉
︶
は
︑
甚
だ
簡
約
で
は
な
い
か
と
︒
そ
こ
で
塤
が
言
っ
た
︑
先
生
の
道
は
青
天
白
日
の
よ
う
に
は
っ
き
り
し
て
い
る

の
で
︑
ど
う
し
て
言
葉
を
用
い
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
︑
先
生
の
言
葉
は
震
雷
驚
霆
の
よ
う
で
あ
る
の
に
︑
ど
う
し
て
記
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

ょ
う
か
︒
記
録
し
て
刊
行
し
た
と
し
て
も
︑
や
は
り
こ
れ
は
余
計
な
も
の
な
の
で
す
と
︒
︵
﹃
陸
九
淵
集
﹄
巻
三
六
﹁
年
譜
﹂
︶

門
人
子
弟
は
師
の
言
葉
を
と
に
か
く
多
く
残
す
の
が
当
時
の
常
識
だ
っ
た
︒
陳
塤
は
そ
う
い
う
常
識
に
対
し
︑
言
語
を
用
い
な
い
の
が
陸
学
の
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教
え
で
︑
こ
れ
だ
け
で
も
陸
学
に
は
余
分
︵
﹁
猶
以
為
贅
也
﹂
︶
で
あ
る
︑
多
す
ぎ
る
と
い
う
︒
こ
の
説
明
は
あ
ま
り
に
も
苦
し
い
の
で
は
な
い

か
︒
で
は
何
の
た
め
に
﹃
語
録
﹄
を
出
版
す
る
の
か
︒
こ
こ
に
陸
学
の
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
だ
ろ
う
︒
し
か
し
︑
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
陸
学
の
言

語
不
要
論
は
強
調
さ
れ
続
け
る
︒
こ
の
点
を
強
調
し
た
の
が
元
の
呉
澄
で
あ
る
︒

陸
先
生
の
学
︵
の
本
質
は
︶
︑
言
語
文
字
に
は
な
い
︒
故
に
朱
子
の
語
録
は
累
々
百
余
巻
に
及
び
︑
ど
う
し
て
た
だ
千
万
億
言
だ
け
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う

か
︒
し
か
し
陸
象
山
の
語
録
は
︑
わ
ず
か
に
一
帙
だ
け
で
あ
る
︒
こ
の
一
帙
で
す
ら
ま
た
無
く
て
も
よ
い
の
で
あ
る
︒
⁝
⁝
朱
子
の
言
葉
は
諄
詳
に
し
て
︑

記
録
さ
れ
た
も
の
の
多
く
は
重
複
し
て
お
り
︑
陸
象
山
の
言
葉
は
峻
潔
で
︑
記
録
さ
れ
た
も
の
は
暗
劣
で
あ
る
が
︑
こ
れ
は
語
録
の
欠
点
で
あ
る
︒
そ
れ

故
無
く
て
も
良
い
と
言
っ
た
の
で
あ
る
︒
陸
門
の
高
弟
傅
季
魯
︑
人
は
称
し
て
琴
山
先
生
と
呼
ん
で
い
る
︒
そ
の
玄
孫
の
傅
斯
正
が
私
に
︑
語
録
一
篇
︑

記
す
所
三
五
条
を
提
示
し
て
き
た
︒
そ
の
中
の
五
条
は
す
で
に
﹃
陸
先
生
語
録
﹄
に
載
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
が
︑
こ
れ
を
出
版
し
て
世
に
伝
え
よ
う

と
し
て
い
た
︒
そ
こ
で
私
は
言
っ
て
や
っ
た
︑
こ
れ
を
伝
え
て
も
世
美
を
明
ら
か
に
す
る
に
足
ら
ず
︑
こ
れ
を
観
て
も
家
学
を
得
る
に
足
り
な
い
︒
孟
子

が
﹁
万
物
は
皆
我
に
備
わ
れ
り
︒
身
に
反
っ
て
誠
︑
楽
し
み
こ
れ
よ
り
大
な
る
は
莫
し
﹂
と
い
っ
て
い
る
︒
傅
か
ら
陸
に
遡
り
︑
陸
か
ら
孟
子
に
遡
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
︑
こ
こ
に
あ
る
だ
け
で
あ
る
︒
ど
う
し
て
語
録
な
ど
用
い
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
︒
わ
た
し
は
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
の
だ
が
︑
そ
の
出
版

へ
の
意
思
は
已
み
が
た
く
︑
つ
い
に
こ
れ
が
た
め
に
そ
の
篇
端
に
題
す
る
こ
と
に
し
た
︒
︵
呉
澄
﹃
呉
文
正
集
﹄
卷
一
一
﹁
金
谿
傅
先
生
語
録
序
﹂
︶

陸
象
山
の
語
録
は
わ
ず
が
﹁
一
帙
﹂
で
あ
る
が
︑
そ
れ
さ
え
も
無
く
て
良
い
︵
﹁
其
一
帙
者
亦
可
無
也
﹂
︶
と
い
う
よ
う
に
︑
朱
陸
の
対
比
の
中

で
陸
学
の
本
質
が
﹁
言
語
文
字
﹂
に
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
︒
す
で
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
︑
呉
澄
は
朱
子
後
学
に
つ
い

て
︑
﹁
訓
詁
﹂
﹁
講
説
﹂
を
精
密
に
す
る
こ
と
の
み
に
止
ま
る
陳
淳
や
饒
魯
の
学
問
を
﹁
記
誦
詞
章
の
俗
学
﹂
と
呼
び
︑
こ
れ
を
﹁
徳
性
を
尊

ぶ
﹂
こ
と
に
重
き
を
置
か
な
い
﹁
嘉
定
以
後
︑
朱
門
末
学
の
弊
﹂
と
呼
び㉒

︑
ま
た
朱
子
の
﹃
四
書
﹄
を
尊
び
暗
誦
す
る
こ
と
は
す
る
が
︑
自
己

の
身
心
に
引
き
つ
け
︑
実
践
に
結
び
付
け
る
こ
と
を
知
ら
な
い
﹁
今
世
の
士
﹂
を
﹁
四
書
の
罪
人
﹂
と
呼
ぶ㉓

︒
呉
澄
は
朱
子
学
と
対
比
す
る
こ
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と
で
︑
陸
学
の
﹁
言
語
文
字
﹂
に
重
き
を
置
か
な
い
側
面
を
よ
り
強
調
し
た
の
で
あ
る
︒

ま
た
別
に
出
版
さ
れ
た
﹁
象
山
先
生
語
録
﹂
の
序
文
で
も
︑
﹁
陸
先
生
の
学
問
は
︑
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
し
︑
学

ぶ
者
も
言
葉
で
も
っ
て
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂
︑
﹁
い
ま
の
先
生
を
口
で
語
り
︑
心
か
ら
慕
っ
て
い
る
と
い
う
者
は
ど
こ
に
で
も
い

る
が
︑
果
た
し
て
先
生
の
学
を
真
に
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
者
は
一
人
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
︑
果
た
し
て
先
生
の
学
を
真
に
実
行
で
き
て

い
る
者
が
一
人
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
か㉔

﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
陸
象
山
の
学
問
は
﹁
言
語
文
字
﹂
に
よ
っ
て
は
伝
達
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
側
面

が
強
調
さ
れ
て
い
く
︒
こ
こ
で
は
も
は
や
︑
先
述
し
た
象
山
が
朱
子
の
お
株
を
奪
っ
て
詳
細
な
﹁
言
語
文
字
﹂
の
議
論
を
展
開
し
た
こ
と
︑
ま

た
人
々
に
自
己
の
考
え
を
広
め
よ
う
と
意
図
し
た
と
い
う
側
面
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
︒
し
か
し
︑
こ
の
よ
う
に
陸
学
の
特
徴
を
朱
子
学
と

の
対
抗
上
絞
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
︑
よ
り
陸
学
の
存
在
意
義
を
明
確
に
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
︒
つ
ま
り
︑
南
宋
か
ら
元
代
と

い
う
印
刷
出
版
文
化
が
進
展
す
る
時
代
に
あ
っ
て
︑
メ
デ
ィ
ア
を
積
極
的
に
活
用
し
た
朱
子
学
は
朱
子
及
び
そ
の
注
釈
研
究
書
を
爆
発
的
に
増

加
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
︑
一
方
の
陸
学
は
︑
学
派
の
特
徴
を
際
だ
た
せ
る
た
め
に
意
図
的
に
書
物
量
の
増
加
を
抑
え
て
い
っ
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
︒
陸
学
派
は
著
作
︑
出
版
物
を
増
や
せ
な
か
っ
た
の
で
も
︑
増
や
す
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
で
も
な
く
︑
意

図
的
に
増
や
さ
な
か
っ
た
と
い
う
側
面
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
︒
自
派
の
主
張
を
拡
大
普
及
さ
せ
る
た
め
に
︑
言
葉
を
で
き
る
だ
け
多
く
費
や

し
︑
出
版
物
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
す
る
戦
略
が
常
識
で
あ
っ
た
時
代
に
あ
っ
て
︑
陸
学
の
﹁
言
語
文
字
﹂
を
減
ら
そ
う
と
す
る
作
業
も
︑
い

わ
ば
自
派
の
生
き
残
り
を
か
け
た
ひ
と
つ
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
だ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
か
︒

①

﹃
宋
元
学
案
﹄
巻
七
七
﹁
槐
堂
諸
儒
学
案
﹂
︒

②

楠
本
正
継
﹃
宋
明
時
代
儒
学
思
想
の
研
究
﹄
︵
広
池
学
園
事
業
部
︑
一
九
六
二
︶
︑

頁
三
六
九

三
八
八
︒

③

石
田
和
夫
﹁
銭
融
堂
に
つ
い
て

陸
学
伝
承
の
一
形
態

﹂
︵
﹃
中
国
哲
学

論
集
﹄
二
号
︑
一
九
七
六
︶
︒

④

﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
一
一
九
︑
第
七
条
︒

⑤

陳
栄
捷
﹃
朱
子
門
人
﹄
︵
華
東
師
範
大
学
出
版
社
︑
二
〇
〇
七
︶
で
も
︑
包
揚

兄
弟
は
三
人
と
も
朱
子
門
人
と
す
る
︒
頁
四
二

四
三
︒

⑥

前
掲
陳
栄
捷
氏
著
︑
頁
二
〇
四

二
〇
五
︒

⑦

﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
一
二
五
︑
第
六
八
条
︒

⑧

張
栻
の
卒
年
は
一
一
八
〇
年
︑
呂
祖
謙
は
一
一
八
一
年
︑
陳
亮
は
一
一
九
四
年

で
あ
る
︒
張
栻
の
死
後
︑
朱
子
は
自
己
の
意
に
適
う
よ
う
に
﹃
張
南
軒
集
﹄
を
編
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纂
し
た
︵
高
畑
常
信
﹃
南
宋
湖
南
学
の
研
究
﹄
第
三
章
﹁
張
南
軒
の
思
想
﹂
︵
秋

山
書
店
︑
一
九
九
六
︶
︒
盟
友
の
呂
祖
謙
も
そ
の
死
後
朱
子
は
そ
の
学
問
を
批
判

し
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
陸
象
山
に
対
す
る
朱
子
の
批
判
も
︑
そ
の
死
後
に
最
も
激

烈
に
な
る
と
い
う
︒
朱
子
が
同
時
代
の
主
要
な
思
想
家
の
中
で
最
後
ま
で
生
き
た

こ
と
が
︑
学
派
拡
大
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
︒
こ
れ
に

つ
い
て
は
︑
田
浩
﹃
朱
熹
的
思
維
世
界
﹄
第
九
章
﹁
朱
熹
与
陸
九
淵
﹂
︵
允
晨
文

化
︑
一
九
九
六
︶
︑
頁
二
九
八

二
九
九
︑
を
参
照
︒

⑨

﹃
読
書
附
志
﹄
に
は
︑
無
極
太
極
論
争
に
関
す
る
朱
陸
の
往
復
書
簡
を
ま
と
め

た
﹃
無
極
太
極
弁
﹄
一
巻
が
あ
る
︒

⑩

陳
栄
捷
﹁
朱
子
之
印
務
﹂
︵
﹃
朱
子
新
探
索
﹄
台
湾
学
生
書
局
︑
一
九
八
八
︶
︑

徐
徳
明
﹁
朱
熹
刻
書
考
略
﹂
︵
﹃
︽
朱
子
全
書
︾
与
朱
子
学

二
〇
〇
三
年
国
際

学
術
討
論
会
論
文
集
﹄
華
東
師
範
大
学
出
版
社
︑
二
〇
〇
五
︶
︑
陳
国
代
﹃
文
献

家
朱
熹
：
朱
熹
著
述
活
動
及
其
著
作
版
本
考
察
﹄
︵
北
京
師
範
大
学
出
版
社
︑
二

〇
一
五
︶
な
ど
︒

⑪

小
島
毅
﹁
朱
子
学
の
展
開
と
印
刷
文
化
﹂
︵
伊
原
弘
︑
小
島
毅
編
﹃
知
識
人
の

諸
相

中
国
宋
代
を
基
点
と
し
て
﹄
勉
誠
出
版
︑
二
〇
〇
一
︶
︑
頁
一
九
八
︑

二
〇
〇
︒

⑫

小
路
口
聡
﹃
﹁
即
今
自
立
﹂
の
哲
学
：
陸
九
淵
心
学
再
考
﹄
第
二
章
﹁
陸
九
淵

門
人
群
像
﹂
︵
研
文
出
版
︑
二
〇
〇
六
︶
︑
頁
八
二
︒

⑬

﹃
陸
九
淵
集
﹄
巻
二
﹁
与
朱
元
晦
︵
第
一
書
︶
﹂
︵
中
華
書
局
︑
一
九
八
〇
︶
︒

⑭

束
景
南
﹃
朱
熹
年
譜
長
編
﹄
巻
下
︵
華
東
師
範
大
学
出
版
社
︑
二
〇
〇
一
︶
︑

頁
八
八
一
︒

⑮

束
景
南
氏
に
よ
れ
ば
︑
こ
の
時
に
﹃
太
極
図
説
解
﹄
﹃
西
銘
解
﹄
を
出
し
た
の

は
︑
主
に
陸
氏
兄
弟
と
林
栗
へ
の
対
抗
を
想
定
し
て
の
こ
と
で
︑
特
に
﹁
或
乃
未

嘗
通
其
文
意
︑
而
妄
肆
詆
訶
﹂
と
い
う
の
は
林
栗
を
指
し
て
い
る
と
い
う
︒
前
掲

束
氏
著
︑
頁
八
八
六

⑯

ま
た
次
を
参
照
︒
﹃
陸
九
淵
集
﹄
巻
一
五
﹁
与
陶
賛
仲
二
﹂
﹁
荊
公
祠
堂
記
与
元

晦
三
書
併
往
︑
可
精
観
熟
読
︑
此
数
文
皆
明
道
之
文
︑
非
止
一
時
弁
論
之
文
也
︒

元
晦
書
偶
無
本
在
此
︑
要
亦
不
必
看
︑
若
看
亦
無
理
会
処
︒
吾
文
条
析
甚
明
︒
所

挙
晦
翁
書
辞
皆
写
其
全
文
︑
不
増
損
一
字
︒
看
晦
翁
書
︑
但
見
糊
塗
︑
没
理
会
︒

観
吾
書
︑
坦
然
明
白
︒
吾
所
明
之
理
︑
乃
天
下
之
正
理
︑
実
理
・
常
理
・
公
理
﹂
︒

⑰

祝
尚
書
﹃
宋
人
別
集
叙
録
﹄
下
︵
中
華
書
局
︑
一
九
九
九
︶
︑
頁
一
〇
八
八

一
〇
九
四
︒
他
に
も
﹁
年
譜
﹂
に
よ
れ
ば
︑
開
禧
三
年
︵
一
二
〇
七
︶
に
象
山
の

門
人
で
撫
州
知
事
で
あ
っ
た
高
商
老
が
郡
学
で
文
集
を
刊
行
し
︑
倉
司
本
が
出
版

さ
れ
た
の
と
同
じ
嘉
定
五
年
に
は
門
人
の
張
衎
︵
字
は
季
悦
︶
が
﹁
遺
文
﹂
を
編

集
し
︑
傅
子
雲
の
序
文
を
附
し
て
刊
行
し
て
い
る
︒
こ
の
二
本
と
先
の
四
本
と
の

関
係
は
不
明
で
あ
り
︑
こ
れ
ら
六
本
す
べ
て
現
在
に
伝
わ
ら
な
い
︒
明
刊
本
は
十

余
種
が
知
ら
れ
て
い
る
が
︑
多
く
は
建
安
陳
氏
坊
本
の
系
統
で
あ
る
と
い
う
︒

⑱

﹃
黄
氏
日
抄
﹄
巻
四
二
﹁
読
本
朝
諸
儒
書
十
﹂
︒

⑲

﹃
宋
元
学
案
﹄
巻
九
三
﹁
静
明
宝
峰
学
案
﹂
に
﹁
楊
伝
続
録
︑
象
山
四
伝
﹂
と

し
て
︑
伝
が
あ
る
︒

⑳

﹃
俟
菴
集
﹄
卷
二
四
﹁
上
饒
陳
先
生
墓
誌
銘
﹂
︒

㉑

﹃
宋
史
﹄
巻
四
二
三
︑
﹃
宋
元
学
案
﹄
巻
七
四
﹁
慈
湖
学
案
﹂
な
ど
に
伝
が
あ

る
︒

㉒

﹃
呉
文
正
集
﹄
巻
二
二
﹁
尊
徳
性
道
問
学
斎
記
﹂
︒

㉓

﹃
呉
文
正
公
外
集
﹄
巻
二
﹁
雑
識
一
四
﹂
︒

㉔

﹃
呉
文
正
公
集
﹄
卷
一
七
﹁
象
山
先
生
語
録
序
﹂
︑
﹃
陸
九
淵
集
﹄
所
収
﹁
呉
澄

叙
﹂
︒

78 ( 78 )



お

わ

り

に

朱
陸
の
争
い
は
︑
表
面
的
に
見
れ
ば
朱
子
学
の
勝
利
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
︒
だ
が
︑
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
︑
朱
子
学
は
す
で
に

失
わ
れ
た
と
の
叫
び
が
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
︒

い
ま
天
下
の
学
士
の
家
に
は
朱
氏
の
書
が
あ
り
︑
人
々
は
朱
門
の
言
葉
を
暗
誦
し
て
い
る
︑
⁝
⁝
︵
し
か
し
︶
朱
文
公
の
著
作
を
無
駄
に
暗
誦
し
︑
朱
文

公
の
伝
え
た
道
を
知
ら
な
い
︒
⁝
⁝
︵
そ
の
た
め
棟
は
︶
朱
文
公
の
書
が
存
在
し
て
い
る
と
は
い
え
︑
朱
文
公
の
道
は
い
ま
ま
さ
に
喪
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
恐
れ
る
の
で
す
︒
︵
﹃
豫
章
文
集
﹄
卷
一
五
附
︑
楊
棟
﹁
請
諡
羅
李
二
先
生
状
﹂
︶

近
年
来
︑
朱
氏
の
書
が
広
く
流
通
し
︑
い
ま
政
府
の
要
職
に
あ
る
多
く
の
者
が
か
つ
て
先
生
の
門
に
登
り
︑
そ
の
教
え
を
受
け
た
と
自
分
で
言
っ
て
い
る

が
︑
彼
ら
の
振
る
舞
い
は
教
え
に
背
き
誤
り
が
多
く
︑
歎
息
せ
し
め
る
あ
り
さ
ま
で
あ
る
︒
︵
劉
宰
﹃
漫
±
集
﹄
巻
六
﹁
回
湯
徳
遠
﹂
︶

こ
こ
に
は
︑
書
物
の
流
通
量
と
そ
の
学
問
が
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
ま
た
別
問
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
る①
︒
朱
子
学
の
普
及

は
俗
化
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
り
︑
本
来
の
あ
る
べ
き
学
問
の
本
質
︵
﹁
文
公
の
道
﹂
︶
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
と
︑
一
部
の
良
心
的
な
学
者
は

嘆
く
︒
い
っ
ぽ
う
陸
学
は
意
図
的
に
書
物
を
減
ら
す
こ
と
で
︑
陸
学
の
本
質
を
守
ろ
う
と
し
た
が
︑
そ
れ
ゆ
え
普
及
の
面
で
は
朱
子
学
に
及
ば

ず
︑
勢
力
を
失
う
︒
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
︑
朱
子
学
は
出
版
印
刷
文
化
が
進
展
す
る
新
た
な
時
代
に
適
合
し
て
い
っ
た
が
︑
陸
学
は
不
適

合
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
︑
朱
陸
と
も
学
問
の
正
し
い
あ
り
方
を
守
る
こ
と
と
学
派
の
普
及
と
の
間
で
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
た
と
い
う
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
お
そ
ら
く
そ
れ
は
︑
朱
陸
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
と
︑
﹁
言
外
の
意
﹂
の
境
地
を
語
る
と
い
う
学
問
的
特
質
に
加
え
︑
そ

れ
ぞ
れ
の
学
問
を
学
び
受
入
れ
て
い
っ
た
大
多
数
が
︑
南
宋
時
代
以
降
︑
ま
す
ま
す
増
大
す
る
下
層
士
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
原
因
の
ひ
と
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つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
朱
子
学
で
は
門
人
や
後
学
の
要
求
に
応
え
る
よ
う
に
︑
師
説
に
関
す
る
解
説
書
の
編
纂
が
続
け
ら
れ
︑
そ
の
量
を

増
や
し
て
い
っ
た
︒
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
︒
陸
学
に
つ
い
て
は
黄
宗
羲
が
次
の
よ
う
に
い
う
︒

陸
子
は
五
年
間
に
わ
た
り
象
山
に
お
り
︑
弟
子
と
な
っ
た
者
は
数
千
人
に
い
た
る
︑
な
ん
と
盛
ん
な
こ
と
か
︒
⁝
⁝
し
か
し
︑
こ
の
数
千
人
の
中
に
は
︑

も
と
も
と
﹁
旅
進
旅
退
の
徒
﹂
が
多
い
︒
い
ま
こ
こ
に
そ
の
名
を
伝
え
る
数
十
人
は
︑
概
し
て
見
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
︒
︵
﹃
宋
元
学
案
﹄
巻
七
七
﹁
槐

堂
諸
儒
学
案
﹂
︶

数
千
人
の
弟
子
の
う
ち
︑
大
半
は
﹁
旅
進
旅
退
の
徒
﹂
︵
大
勢
に
押
さ
れ
︑
自
己
の
主
張
も
な
く
他
人
の
意
見
に
流
さ
れ
る
者
︶
で
あ
っ
た
︒
学
問
の

普
及
と
は
こ
の
士
人
層
の
大
多
数
を
占
め
る
﹁
旅
進
旅
退
の
徒
﹂
に
支
持
者
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
︒
象
山
の
死
後
︑
陸
学
か
ら
は
こ

の
よ
う
な
人
々
が
離
れ
て
い
っ
た
の
に
対
し
︑
朱
子
学
陣
営
で
は
逆
に
彼
ら
を
取
り
込
ん
で
い
く
︒

朱
子
の
門
人
に
つ
い
て
網
羅
的
に
調
査
し
た
陳
栄
捷
氏
に
よ
れ
ば
︑
科
挙
に
合
格
す
る
な
ど
し
て
官
職
を
有
し
て
い
た
者
は
少
数
派
で
あ
り
︑

大
多
数
は
︑
出
仕
せ
ず
地
域
に
生
き
る
士
人
層
で
あ
っ
た②
︒
例
え
ば
︑
弟
子
の
葉
賀
孫
︵
別
名
味
道
︶
は
幼
少
の
頃
に
両
親
を
失
っ
た
こ
と
か

ら
全
く
学
問
の
機
会
が
な
く
︑
成
人
し
て
か
ら
も
周
囲
は
科
挙
勉
強
に
い
そ
し
む
者
ば
か
り
だ
っ
た
が
︑
朱
子
編
﹃
語
孟
精
義
﹄
を
読
ん
で
か

ら
聖
賢
の
学
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
︵
﹃
語
類
﹄
巻
一
一
四
︑
第
一
五
条
︶
︒
ま
た
︑
許
叔
重
と
い
う
弟
子
は
大
変
貧
し
い
︵
﹁
太
貧
﹂
︶
こ
と

を
理
由
に
科
挙
の
勉
強
を
し
て
い
る
と
い
い
︵
﹃
語
類
﹄
巻
一
三
︑
第
一
五
八
条
︶
︑
ま
た
あ
る
者
は
学
問
仲
間
の
一
人
が
家
が
貧
し
い
た
め
︑
学

問
を
し
て
い
な
い
子
弟
に
商
売
を
さ
せ
て
い
る
︵
﹃
語
類
﹄
巻
一
一
三
︑
第
四
〇
条
︶
と
い
う
な
ど
︑
そ
の
程
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る

が
︑
家
の
貧
困
を
嘆
く
弟
子
の
姿
を
み
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
︒
朱
子
は
科
挙
を
受
験
す
る
こ
と
自
体
を
全
面
的
に
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い

が
︑
科
挙
勉
強
ば
か
り
し
て
い
る
弟
子
を
︑
次
の
よ
う
に
一
喝
し
て
い
る
︒
﹁
何
度
受
験
し
て
も
受
か
ら
な
け
れ
ば
︑
年
を
取
っ
て
た
だ
こ
ん

な
に
老
い
ぼ
れ
て
︑
郷
里
で
浮
き
沈
み
す
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
︒
も
し
か
り
に
科
挙
用
の
文
章
で
役
人
に
な
れ
た
と
し
て
も
︑
ま
っ
た
く
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い
い
加
減
な
も
の
で
︑
国
の
た
め
民
の
た
め
に
利
益
を
増
や
し
︑
害
を
除
い
て
や
ろ
う
と
︑
心
を
尽
く
し
て
奉
職
す
る
こ
と
な
ど
あ
る
ま
い
︒

い
つ
も
心
の
中
で
は
出
世
す
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
︑
権
力
者
に
お
べ
っ
か
を
つ
か
い
︑
推
挙
さ
れ
る
こ
と
だ
け
を
求
め
て
︑
そ
の
た
め
な
ら

ど
ん
な
こ
と
で
も
や
り
か
ね
な
い
の
だ
ろ
う
﹂
︵
﹃
朱
子
語
類
﹄
巻
一
三
︑
第
一
四
五
条
︶
︒

近
年
の
研
究
で
は
︑
科
挙
に
受
か
ら
ず
地
域
に
埋
没
し
て
い
く
士
人
層
を
地
域
秩
序
の
安
定
に
寄
与
す
る
﹁
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ー
ト
﹂
と
し
て

捉
え
︑
朱
子
学
は
こ
の
よ
う
な
人
々
の
間
に
受
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
と
論
じ
ら
れ
る③
︒
し
か
し
︑
こ
こ
に
挙
げ
た
門
人
た
ち
は
果
た
し
て

﹁
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ー
ト
﹂
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
存
在
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
︒
そ
の
検
討
は
別
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
︑
確
か
な
の

は
朱
子
の
周
囲
に
は
仕
官
や
俸
禄
の
多
寡
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
︑
﹁
道
義
を
身
に
つ
け
た
山
林
に
住
む
無
官
の
士
﹂
の
方
が
ま
し
だ
と
叱
り

つ
け
ら
れ
る
多
く
の
﹁
身
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
﹂
者
︵
﹃
語
類
﹄
巻
一
三
︑
第
一
六
四
条
︶
が
集
い
︑
彼
ら
も
含
め
て
朱
子
学
派
を
形
成
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
道
学
内
の
出
世
ば
か
り
求
め
る
﹁
浅
陋
の
士
﹂
は
﹁
聖
門
の
大
罪
人
﹂
と
糾
弾
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り④
︑
朱
子
で
す
ら
学
団
内
の
﹁
真
偽
弁
じ
が
た
き
﹂
門
人
の
存
在
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た⑤
︒
し
か
し
︑
科
挙
社
会
と
い
う
競
争
原
理
社
会
に
あ
る

南
宋
の
時
代
に
あ
っ
て
︑
恐
ら
く
彼
ら
は
社
会
的
文
化
的
上
昇
志
向
を
強
く
持
っ
た
ご
く
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
士
人
達
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
︒
そ

の
評
価
の
ま
だ
安
定
し
な
い
朱
子
在
世
中
で
す
ら
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
︑
朱
子
の
復
権
が
な
さ
れ
公
認
さ
れ
て
い
く

中
に
あ
っ
て
︑
﹁
当
路
の
売
薬
綿
﹂
と
呼
ば
れ
る
ニ
セ
者
の
朱
子
学
者
が
続
々
と
現
れ
る⑥
の
も
︑
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒

こ
の
様
な
時
代
に
四
書
疏
釈
書
を
含
め
︑
多
く
の
朱
子
学
解
説
書
が
生
ま
れ
た
︒
こ
の
よ
う
な
書
物
を
求
め
︑
受
容
し
て
い
っ
た
の
は
︑
朱

子
学
と
は
何
か
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
多
く
の
﹁
初
学
者
﹂
た
ち
で
あ
っ
た
︒
後
に
呉
澄
が
﹁
記
誦
詞
章
の
俗
学
﹂
︑
﹁
朱
門
末
学
の
弊
﹂
と
叫

ぼ
う
が
︑
難
解
な
道
学
概
念
を
誰
に
で
も
分
か
る
よ
う
︑
多
く
の
言
葉
を
用
い
て
懇
切
丁
寧
に
説
明
し
た
朱
子
学
解
説
書
は
︑
多
く
の
下
層
士

人
た
ち
に
受
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒

①

楊
棟
﹁
請
諡
羅
李
二
先
生
状
﹂
︵
﹃
豫
章
文
集
﹄
卷
一
五
附
︶
︑
﹁
此
言
為
道
義
而

発
︑
書
之
多
寡
初
不
足
計
︑
且
聖
賢
著
述
皆
非
得
已
﹂
︒

②

前
掲
陳
栄
捷
氏
著
︒

③

市
来
津
由
彦
﹃
朱
熹
門
人
集
団
形
成
の
研
究
﹄
︵
創
文
社
︑
二
〇
〇
二
︶
所
収

南宋における四書疏釈書の登場とその要因（田中）
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の
各
論
︑
お
よ
び
同
氏
﹁
地
域
講
学
か
ら
王
朝
の
学
び
へ

﹁
学
﹂
と
し
て
の

朱
子
学
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て

﹂
︵
伊
原
弘
等
編
﹃
中
国
宋
代
の
地
域
像

比
較
史
か
ら
み
た
専
制
国
家
と
地
域

﹄
岩
田
書
院
︑
二
〇
一
三
︶
︑
ピ
ー

タ
ー
・
Ｋ
・
ボ
ル
︑
鈴
木
弘
一
郎
︵
訳
︶
﹁
地
域
史
と
後
期
帝
政
国
家
に
つ
い
て

金
華
の
場
合

﹂
︵
﹃
中
国

社
会
と
文
化
﹄
第
二
〇
号
︑
二
〇
〇
五
︶
︑

ま
た
同
氏
︑
高
津
孝
︵
訳
︶
﹁
地
域
史
の
勃
興

南
宋
・
元
代
の
婺
州
に
お
け

る
歴
史
︑
地
理
学
と
文
化
﹂
︵
﹃
東
ア
ジ
ア
海
域
交
流
史

現
地
調
査
研
究
～
地

域
・
環
境
・
心
性
﹄
第
一
号
︑
二
〇
〇
五
︶
を
参
照
︒

④

﹃
斉
東
野
語
﹄
巻
一
一
﹁
道
学
﹂
︒

⑤

﹃
朱
子
文
集
続
集
﹄
巻
一
﹁
答
黄
直
卿
﹂
︒

⑥

﹃
四
朝
聞
見
録
﹄
丁
集
﹁
慶
元
党
﹂
︒

︵
兵
庫
県
立
神
戸
北
高
等
学
校
教
諭
︶
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empire itself had set up.

The Chief Causes of the Appearance of the Collective Commentaries

on the Four Books during the Southern Song :

The Transmission of Teachings and Publishing Culture

by

TANAKA Hideki

This article discusses factors concerning the question of why the

Collective Commentaries on the Four Books 四書疏釈書 appeared during the

Southern Song. These commentaries provided further explanations of Zhu Xiʼ

s commentaries on the Four Books, the Sishu zhangju jizhu 四書章句集注.

Collective Commentaries were published one after another, influencing not

only Chinese but all East Asian, Confucian cultures both academically and

ideologically.

The first section focuses on understanding the characteristics of the

Collective Commentaries in the context of annotation history in the Song

dynasty. As is widely recognized, commentaries on the Classics during this

period put more emphasis on understanding the overall message（yili 義理）

rather than providing a word-by-word interpretation（xungu 訓詁）, and

these were also called yili xue 義理学. As they took the discursive forms

such as treatises（lunwen 論文）, letters（shuxin 書信）, analects（yulu 語録）,

lectures（jiangyi 講義）, they were also called discussion（yilun 議論）

studies. These are chiefly records in a colloquial form of dialogues between

masters and disciples and the contents of lectures, and many were

commentaries intended to refute the arguments of opponents. The contents

depended on coincidental factors associated with venue of the dialogue or

lecture such as the academic needs of the disciples or the identities of those

in the audience. Their contents were often debates regarding the value of

the Mengzi or political disputes over the thought of Wang Anshi 王安石. The

interpretation of the Classics itself was still secondary as the purpose was to

refute political enemies or opponents in debate. A common characteristic of

these Song “discussion studies” was the deft utilization of many words to

logically persuade readers so they would thoroughly understand the authorʼs
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arguments. In contrast, what Zhu Xi was particularly concerned in the Sishu

zhangju jizhu with emphasis on word-by-word interpretation (xungu) in order

that readers would comprehend the meanings of the classics for themselves.

Therefore, Zhu Xi reduced the number of the words in his commentaries as

much as possible and taught his disciples to peruse the classics carefully

because he was afraid that his commentaries would become “annotations for

annotations”.

The second section addresses the chief causes of the appearance of the

Collective Commentaries. Because Zhu Xi made efforts to reduce the number

of words in Sishu zhangju jizhu, he conversely became concerned that

readers would misunderstand his thought. He wrote Sishu huowen 四書或問

in order to ease these concerns and carefully explained either orally or by

means of his letters the gist to novices who did comprehend this work.

These were then compiled as the Zhuzi yulei 朱子語類 and the Zhuzi wenji

朱子文集. In other words, the Sishu zhangju jizhu commentary was difficult

to comprehend without reference to the many other works of Zhu Xi. The

Collective Commentaries are works based on many citations from the Zhuzi

yulei or Zhuzi wenji etc. and thus without exploring the many works of Zhu

Xi, one could learn the important points of his thought. Therefore,

considering the commentarial tradition in the Song dynasty, the Collective

Commentaries were writings that reverted to “discussion studies.” They

became annotations for annotations, which Zhu Xi had criticized. But why

did such books become widespread despite Zhu Xiʼs intentions? This comes

down to the fact of the demand for them after the death of Zhu Xi and his

disciples. But this was thought by some to be a contradiction between, on

the one hand, the idea of Neo-Confucians who insisted on the limitations of

words in attaining experiential learning that would transcend comprehension

by language to realize the way of saintly masters and the idea that one must

use many words (language) to spread the masterʼs thought.

In order to analyze this contradiction, the third section focuses on the

scholarly tradition of Lu Xiangshan 陸象山, who was an opponent of Zhu Xi

and who most severely confronted this contradiction. As is well known, Lu

Xiangshan criticized word-by-word interpretation (xungu) of the Classics and

verbose logical explanation, and he did not leave many writings behind. Yet,

he logically refuted Zhu Xiʼs interpretation of words in debate and was

devoted to spreading this through the medium of letters. In addition, after

Lu Xiangshanʼs death, his disciples strove to preserve as many of his words

as possible, compiling collections of his writings and his analects. However,
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such a media strategy by the scholars in the tradition of Lu Xiangshan

obviously went against his teachings, and in competing with the scholars in

the tradition of Zhu Xi, they were unable to expand as a school or to write

new books due to their self-discipline and effort to purify themselves as a

school without “written language”. In short, the scholars of the Lu Xiangshan

school abandoned the way of compiling writings that the scholars of Zhu xi

school had done in producing the Collective Commentaries. As a result, their

influence never equaled that of the followers of Zhu Xi.

Given the above argument, it was novices who could not comprehend Zhu

Xiʼs Sishu zhangju jizhu who first called for the Collective Commentaries.

The Southern Song is said to be an era when the bottom rung of the

intellectual class expanded. During such a period, a considerable number of

novices whether they were scholars of the tradition of Zhu Xi or that of Lu

Xiangshan, could not comprehend the teachings well unless clear

explanations were provided. Accordingly, the scholars of Zhu Xiʼs school

responded to such demands with the Collective Commentaries and thereby

increased the number of students in their school. In contrast, it was likely

the case that the scholars of Lu Xiangshanʼs school failed to take in new

disciples due to their loyalty to the teachings of their teacher.

The Logic of Enslavement in Seventeenth-Century West Africa : An

Analysis of Ah. mad Bābāʼs Miʻrāj

by

KARIYA Kota

After completing his fifteen-year exile and returning from Marrakech to

his native town, Timbuktu, Ah. mad Bābā (d. 1627) one of the most

influential and well-known Islamic jurisprudents in the history of West

Africa composed in 1615 a text on issues related to slavery in Muslim

society. This work was a fatwa answering questions addressed by a

Maghribi Muslim, Saʻīd bn Ibrāhīm al-Jirārī, and entitled Mi‘rāj al-s.u‘ūd ilā

nayl h.ukm mujallab al-sūd (“The Ladder of Ascent towards Grasping the

Law Concerning Transported Black People”). As is well known, Islamic law

generally prohibits Muslims from enslaving other Muslims. In keeping with
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